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内閣支持初の４０％割れ＝不支持が上回る－安保法案、過半数「今国会反対」
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時事通信が７～１０日に実施した８月の世論調査によると、安倍内閣の支持率は前月比０．４ポイント減の３９．７％と、２０１２年１２月の政権復帰後初めて４割を切り、最低を更新した。不支持率は同１．４ポイント増の４０．９％となり、復帰後初めて不支持が支持を上回った。安倍晋三首相は一段と厳しい政権運営を強いられそうだ。
　支持と不支持の逆転は、安全保障関連法案の衆院採決を７月に強行したことや、礒崎陽輔首相補佐官の「法的安定性は関係ない」との発言などが影響したとみられる。首相は巨額の建設費が問題となった新国立競技場の整備計画を白紙撤回したが、支持率下落は止まらなかった。
　安保法案の今国会成立の是非について、「成立させるべきだ」が３０．６％だったのに対し、「成立させるべきではない」は５３．４％と半数を超えた。
　内閣を支持する理由（複数回答）は、「他に適当な人がいない」が１５．２％と最も多く、「リーダーシップがある」１３．２％、「首相を信頼する」１０．１％と続いた。支持しない理由（同）は、「政策が駄目」２０．９％、「首相を信頼できない」１９．４％、「期待が持てない」１７．６％の順だった。
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政党支持率は、自民党が前月比０．５ポイント増の２４．１％、民主党が同０．１ポイント増の５．６％。以下、公明党３．６％、共産党２．０％、維新の党１．６％と続いた。
　調査は全国の成人男女２０００人を対象に個別面接方式で実施。有効回収率は６３．７％。　（時事2015/08/14-15:06）2015/08/14-15:06

安保法案：「戦争犠牲者増やすな」滋賀県遺族会の会長
毎日新聞　2015年08月14日　15時23分
　終戦から７０年の夏、自民党の有力な支持団体である日本遺族会の支部・滋賀県遺族会の岸田孝一会長（７３）＝同県高島市＝は、国会で審議中の安全保障関連法案に不安を抱いている。昨夏は県主催の戦没者追悼式で、集団的自衛権の行使容認に反対を表明した。「自分たちのような遺族をこれ以上、増やしてはいけない」。今年も２６日に開かれる追悼式で、戦争への懸念を訴えるつもりだ。
　父一三（いちぞう）さんは岸田さんが生まれる３カ月前の１９４１年５月、中国に出征した。手紙で「孝一」と命名して東部ニューギニアに移った後、現地でマラリアにかかり亡くなった。
　戦後、岸田さんは家計を助けるため小学５年から牛で田んぼを耕し、米俵を運んだ。中学２年になると日雇いの治山工事で４０キロの石を担いだが、日当は大人より１０円安い３４０円。「なぜ、こんな思いをしなくてはいけないのか」。会ったことのない父を恨んだ。
　しかし、自分の次男が１９８１年に白血病と診断されたことをきっかけに、親の存在を改めて見つめ直した。国のために死んだ父に思いをはせながら、県遺族会の活動に積極的にかかわるようになり、昨年５月に会長に就いた。
　戦没者や遺族のつらい体験を身をもって知るだけに、戦争を憎む気持ちは強い。集団的自衛権行使を容認する安保法案には「抑止力を高めるという主張に理解できる部分もあるが、日本が戦争に巻き込まれる危険性が高まるのではないか」と疑念が拭えない。
　自民党を長年支持してきたが、昨年８月の滋賀県戦没者追悼式では「集団的自衛権行使容認には反対」とあいさつした。他の遺族から後日、「支持する自民党を公然と批判するのはおかしい」と言われたが、「当然言うべきことを言った」との意見もあった。
　今年の追悼式では法案への直接的な批判は避けるが、「戦争犠牲者を増やさないでほしい」という言葉に自らの思いを込めるつもりだ。再び戦争による遺族をつくってはならない。「その一線だけは守りたい」と語る。
　安保法制、戦後７０年の首相談話……。例年より騒がしい夏。１５日は地元で墓参し、静かに亡父をしのぶ。【石川勝義】
社説　戦後７０年の安倍談話―何のために出したのか
朝日新聞デジタル　2015年8月15日（土）付
　いったい何のための、誰のための談話なのか。
　安倍首相の談話は、戦後７０年の歴史総括として、極めて不十分な内容だった。
　侵略や植民地支配。反省とおわび。安倍談話には確かに、国際的にも注目されたいくつかのキーワードは盛り込まれた。
　しかし、日本が侵略し、植民地支配をしたという主語はぼかされた。反省やおわびは歴代内閣が表明したとして間接的に触れられた。
　この談話は出す必要がなかった。いや、出すべきではなかった。改めて強くそう思う。
■「村山」以前に後退
　談話全体を通じて感じられるのは、自らや支持者の歴史観と、事実の重みとの折り合いに苦心した妥協の産物であるということだ。
　日本政府の歴史認識として定着してきた戦後５０年の村山談話の最大の特徴は、かつての日本の行為を侵略だと認め、その反省とアジアの諸国民へのおわびを、率直に語ったことだ。
　一方、安倍談話で侵略に言及したのは次のくだりだ。
　「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない」
　それ自体、もちろん間違いではない。しかし、首相自身が引き継ぐという村山談話の内容から明らかに後退している。
　日本の大陸への侵略については、首相の私的懇談会も報告書に明記していた。侵略とは言わなくても「侵略的事実を否定できない」などと認めてきた村山談話以前の自民党首相の表現からも後退している。
　おわびについても同様だ。
　首相は「私たちの子や孫に、謝罪を続ける宿命を背負わせてはなりません」と述べた。
　確かに、国民の中にはいつまでわび続ければよいのかという感情がある。他方、中国や韓国が謝罪を求め続けることにもわけがある。
　政府として反省や謝罪を示しても、閣僚らがそれを疑わせる発言を繰り返す。靖国神社に首相らが参拝する。信頼を損ねる原因を日本から作ってきた。
■目を疑う迷走ぶり
　謝罪を続けたくないなら、国際社会から偏った歴史認識をもっていると疑われている安倍氏がここで潔く謝罪し、国民とアジア諸国民との間に横たわる負の連鎖を断ち切る――。こんな決断はできなかったのか。
　それにしても、談話発表に至る過程で見せつけられたのは、目を疑うような政権の二転三転ぶりだった。
　安倍氏は首相に再登板した直後から「２１世紀にふさわしい未来志向の談話を発表したい」と表明。村山談話の歴史認識を塗り替える狙いを示唆してきた。
　そんな首相の姿勢に中国や韓国だけでなく、米国も懸念を深め、首相はいったんは閣議決定せずに個人的談話の色彩を強めることに傾く。
　それでは公式な政府見解にならないと反発した首相側近や、公明党からも異論が出て、再び閣議決定する方針に。節目の談話の扱いに全くふさわしくない悲惨な迷走ぶりである。
　この間、国内のみならず欧米の学者も過ちの「偏見なき清算」を呼びかけた。世論調査でも過半数が「侵略」などを盛り込むべきだとの民意を示した。
　そもそも閣議決定をしようがしまいが、首相の談話が「個人的な談話」で済むはずがない。日本国民の総意を踏まえた歴史認識だと国際社会で受け取られることは避けられない。
　それを私物化しようとした迷走の果てに、侵略の責任も、おわびの意思もあいまいな談話を出す体たらくである。
■政治の本末転倒
　国会での数の力を背景に強引に押し通そうとしても、多くの国民と国際社会が共有している当たり前の歴史認識を覆す無理が通るはずがない。
　首相は未来志向を強調してきたが、現在と未来をより良く生きるためには過去のけじめは欠かせない。その意味で、解決が迫られているのに、いまだ残された問題はまだまだある。
　最たるものは靖国神社と戦没者追悼の問題である。安倍首相が１３年末以来参拝していないため外交的な摩擦は落ち着いているが、首相が再び参拝すれば、たちまち再燃する。それなのに、この問題に何らかの解決策を見いだそうという政治の動きは極めて乏しい。
　慰安婦問題は解決に向けた政治的合意が得られず、国交がない北朝鮮による拉致問題も進展しない。ロシアとの北方領土問題も暗礁に乗り上げている。
　出す必要のない談話に労力を費やしたあげく、戦争の惨禍を体験した日本国民や近隣諸国民が高齢化するなかで解決が急がれる問題は足踏みが続く。
　いったい何のための、誰のための政治なのか。本末転倒も極まれりである。
　その責めは、首相自身が負わねばならない。
社説　戦後７０年談話　歴史の教訓胸に未来を拓こう
読売新聞　2015年08月15日 03時02分
　◆反省とお詫びの気持ち示した◆
　先の大戦への反省を踏まえつつ、新たな日本の針路を明確に示したと前向きに評価できよう。
　戦後７０年の安倍首相談話が閣議決定された。
　談話は、日本の行動を世界に発信する重要な意味を持つ。未来を語るうえで、歴史認識をきちんと提示することが、日本への国際社会の信頼と期待を高める。
　首相談話には、キーワードである「侵略」が明記された。
　◆「侵略」明確化は妥当だ
　「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない」との表現である。「先の大戦への深い悔悟の念と共に、我が国は、そう誓った」とも記している。
　首相が「侵略」を明確に認めたのは重要である。戦後５０年の村山談話、戦後６０年の小泉談話の見解を引き継いだものだ。
　１９３１年の満州事変以後の旧日本軍の行動は侵略そのものである。自衛以外の戦争を禁じた２８年の不戦条約にも違反する。
　特に、３１年１０月の関東軍による中国東北部・錦州攻撃は、民間人に対する無差別・無警告の空爆であり、ハーグ陸戦規則に反する。空爆は、上海、南京、重慶へと対象を拡大し、非戦闘員の死者を飛躍的に増大させた。
　一部の軍人の独走を許し、悲惨な戦争の発端を日本が作ったことを忘れてはなるまい。
　首相は記者会見で、「政治は歴史に謙虚でなければならない。政治的、外交的意図によって歴史がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(ゆが),歪)められるようなことは決してあってはならない」と語った。
　的を射た発言である。
　「侵略」の客観的事実を認めることは、自虐史観ではないし、日本をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(おとし),貶)めることにもならない。むしろ国際社会の信頼を高め、「歴史修正主義」といった一部の疑念を晴らすことにもなろう。
　談話では、「植民地支配」について、「永遠にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(けつべつ),訣別)し、すべての民族の自決の権利が尊重される世界にしなければならない」という表現で触れた。
　談話は、国内外で犠牲になった人々に対し、「深くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(こうべ),頭)を垂れ、痛惜の念を表すとともに、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(えいごう),永劫)の、哀悼の誠をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(ささ),捧)げる」と記した。
　ドイツ首脳の言葉を一部踏襲したもので、村山談話などの「おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(わ),詫)び」に相当する表現だ。首相の真剣な気持ちが十分に伝わる。
　談話は、日本が先の大戦について「痛切な反省と心からのお詫びの気持ちを表明してきた」として、村山談話などの見解に改めて言及した。さらに、「こうした歴代内閣の立場は、今後も、揺るぎないもの」と明記している。
　◆女性の人権を尊重せよ
　今回の表現では納得しない一部の近隣諸国もあろう。それでも、反省やお詫びに触れなくていい、ということにはなるまい。
　欧米諸国を含む国際社会全体に向けて、現在の日本の考え方を発信し、理解を広げることこそが大切な作業である。
　その意味で、安倍談話が、戦後の日本に手を差し伸べた欧米や中国などに対する感謝の念を表明したことは妥当だろう。
　「戦時下、多くの女性たちの尊厳や名誉が深く傷つけられた過去を、この胸に刻み続ける」との表現は、慰安婦を念頭に置いたもので、韓国への配慮だ。
　談話が表明したように、「２１世紀こそ、女性の人権が傷つけられることのない世紀とするため、世界をリードする」ことが、今、日本に求められている。
　談話は、戦争とは何の関わりのない世代に「謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」とも強調している。
　この問題に一定の区切りをつけて、子々孫々にまで謝罪行為を強いられないようにすることが大切である。中国や韓国にも、理解と自制を求めたい。
　◆次世代の謝罪避けたい
　首相は記者会見で、談話について「できるだけ多くの国民と共有できることを心掛けた」と語った。歴史認識を巡る様々な考えは、今回の談話で国内的にはかなり整理、集約できたと言えよう。
　談話は、日本が今後進む方向性に関して、「国際秩序への挑戦者となってしまった過去」を胸に刻みつつ、自由、民主主義、人権といった価値を揺るぎないものとして堅持する、と誓った。
　「積極的平和主義」を掲げ、世界の平和と繁栄に貢献することが欠かせない。こうした日本の姿勢は、欧米や東南アジアの諸国から幅広く支持されている。
　「歴史の声」に耳を傾けつつ、日本の将来を切りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(ひら),拓)きたい。
社説　70年談話を踏まえ何をするかだ 

日経新聞　2015/8/15付
　「歴代内閣の立場は今後も揺るぎない」。安倍晋三首相が戦後70年談話でこうした考えを明確にした。戦後50年の村山談話を大きく書き改める談話になるとの見方もあった。おおむね常識的な内容に落ち着いたことを評価したい。
　談話作成の過程で注目されたのは、村山談話にある「侵略」「植民地支配」「痛切な反省」「心からのおわび」の４つのキーワードの有無だった。安倍首相が「侵略の定義は定まっていない」として戦前日本の行いが侵略かどうかについて明言を避けてきたからだ。
キーワード盛り込む
　「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない」。安倍談話は1931年の満州事変以降の日本が「世界の大勢を見失って」「進むべき針路を誤り、戦争への道を進んでいった」と断定した。「戦争の苦痛をなめ尽くした中国人」など、中国の国民にじかに語りかけたかのような記述もあった。
　韓国を念頭に置いた部分は少ないが、「植民地支配から永遠に決別」すると誓い、戦地での女性の被害にも言及した。
　村山談話の「遠くない過去の一時期、国策を誤り……」という表現と比べて、何を反省すべきかをはっきりさせたのはよいことだ。憲法９条を引用したような言い回しは憲法改正論議にも影響を与えよう。
　安倍首相は「戦後レジームからの脱却」を掲げ、村山談話や従軍慰安婦に関する河野談話に否定的な発言を過去にしてきた。
　だが、昨年取り組んだ河野談話の検証は中身を全否定することにはならなかった。今回の安倍談話も村山談話と基本線は同じだ。
　「できるだけ多くの国民と共有できる談話づくりを心がけた」。首相は記者会見でこう語った。今回の談話づくりでは閣議決定せずに安倍首相の個人的な見解の形で表明することが検討された。閣議決定のあるなしのニュアンスの違いなどは政権の内部でしか通用しない話だ。きちんと公明党と与党内調整を行い、閣議決定したのは当然である。
　談話を発表し終えたから、これで一件落着ではない。大事なのは談話を踏まえ、これから何をするかだ。安倍首相は歴史の細部にこだわるのではなく、どうすれば未来志向の外交関係を築けるかに傾注してもらいたい。
　４月のインドネシアでの日中首脳会談で中国の習近平国家主席は「歴史を直視する積極姿勢を発信してほしい」と注文を付けた。中国は９月３日、北京での軍事パレードなど「抗日戦争勝利70年」の記念行事を予定する。中国にとって特別な年である点も踏まえた日本へのけん制だった。
　安倍首相の談話に対し、中国内からは批判的な見方も出ている。
　とはいえ、キーワードがすべて盛り込まれたことで、中国政府は「主張が一定の範囲で取り入れられた」と自国民に説明できるのではないか。
　３年もの長い間、停滞した日中関係は昨年11月以来、２回の首脳会談を経て、交流拡大に動き出している。特に４月のインドネシアでの会談では、習主席が首相に９月訪中を直接、招請した。
未来志向の外交を
　軍事パレード参観は難しいにしても、首相は時機をはかって中国を訪れ、談話の中身を直接、丁寧に説明すべきだ。あわせて、談話でも意識したように、中国の一般民衆に向けたメッセージを現地で発信するのが望ましい。これを未来志向の新しい日中関係の礎にすべきだろう。
　韓国ではメディアが安倍談話を早速批判した。日韓の和解は容易ではないが、今年は国交正常化50年という節目の年でもある。日韓はともに米国の同盟国で、主要な貿易相手国でもある。安全保障や防衛、経済で協力する余地はいくらでもある。日韓双方が未来に向けた善隣協力を進めるときだ。
　いまだ実現していない日韓首脳会談を早期に実現させる必要がある。朴槿恵（パク・クネ）大統領に安倍政権の歴史認識への疑念があるのなら直接ただし、互いの信頼を築いていく道もある。
　「できるだけ多くの国民と共有できる」というフレーズは70年談話にだけ当てはまることではない。安全保障関連法案への国民の理解はなぜ広がらないのか。安倍首相はこの機会にそうしたことにも思いを広げてほしい。
　首相は日本という国を代表する立場にある。国民の多数の意見を幅広くくみ取って政権運営に努めねばならない。
産経新聞　2015.8.15 05:01更新 

【主張】戦後７０年談話　世界貢献こそ日本の道だ　謝罪外交の連鎖を断ち切れ
　７０回目の終戦の日を前に、安倍晋三首相が戦後談話（安倍談話）を発表した。
　先の大戦の歴史をめぐり、日本が進むべき針路を誤ったとの見方と、おわびや深い悔悟の念を示した。そのうえで、戦後生まれの世代に「謝罪を続ける宿命」を背負わせてはならないと述べた。
　戦後生まれの国民は人口の８割を超える。過去の歴史を忘れてはならないとしても、謝罪を強いられ続けるべきではないとの考えを示したのは妥当である。
　首相は平和国家として歩んだ戦後に誇りを持ち、世界の平和と繁栄にこれまで以上に貢献していく決意を披瀝（ひれき）した。
　《積極的平和主義を貫け》
　未来志向に基調を置く談話を目指したのは当然である。首相は会見で「歴史の教訓をくみとり、目指すべき道を展望したい」と語った。平和を実現する責任をいかに実践していくかが、これからの日本の大きな課題となった。
　「繁栄こそ平和の礎」であると談話は強調し、自由、公正で開かれた国際経済システムの発展と途上国支援の強化を挙げた。自由と民主主義、人権といった基本的価値を共有する国々と力を合わせ、「積極的平和主義」の旗を掲げるという。
　戦後の日本は、西側の国際秩序と日米同盟による安全保障の下で経済力を培い、途上国への政府開発援助（ＯＤＡ）など経済協力によって国際秩序を支えてきた。
　現在は米国の力が相対的に衰退する一方、中国、ロシアという国際ルールを軽んじ「力による現状変更」を目指す国が台頭した。
　そうした国際情勢の下で、談話が日本を国際秩序の守り手と位置づけたのは当然のことだ。それには、安全保障面での協力を充実することも欠かせない。新たな安全保障法制の実現も、その努力の一環といえる。
　一方で談話は、先の大戦について「痛切な反省とおわびの気持ちを表明してきた」歴代内閣の立場について「今後も、揺るぎないもの」とし、村山富市首相談話などを引き継ぐ姿勢を示した。
　村山談話は、過去の歴史を一方的に断罪し、度重なる謝罪や決着済みの補償請求の要因となるなど国益を損なってきた。
　首相はもともと、村山談話の問題点を指摘し、修正を志向していた。会見で「政治は歴史に対して謙虚であるべきだ」と述べたのは、村山談話に向けるべき言葉だったのではないか。
　談話の内容をめぐり、公明党など与党内にも村山談話を重視すべきだとの声があった。平成１０年の日中共同宣言には村山談話が明記されるなど、首相の選択肢が狭められていた側面もある。
　首相は「国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない」と日本が誓ったこととして、「事変」「戦争」とともに、「侵略」を挙げた。
　《「歴史戦」に備える時だ》
　首相は侵略について、具体的な定義は歴史家に委ねるとしつつ、全体としてはこれらを認め、おわびに言及した。
　重要なのは、この談話を機会に謝罪外交を断ち切ることだ。
　「国際政治と謝罪のリスク」の論文もある米ダートマスカレッジのジェニファー・リンド准教授は「謝罪は和解の前提ではない」との指摘を重ねてきた。
　歴史で政府が謝罪すれば国内に反発が生じ、改めて相手国の不信を高める。結果として、より大きなマイナスをもたらす。まさに日本の謝罪外交の構図である。
　中国、韓国は今後、歴史問題をカードにすることをやめるべきだ。談話の表現を材料として、日本をおとしめ、いっそうの謝罪など不当な要求は許されないし、応じられない。
　中韓は７０年の節目に日本の戦争責任などを追及する歴史戦を展開してきた。曲解に基づく攻撃もためらわない。
　政府は、反論と史実の発信を止めてはならない。
　終戦の日、追悼とともに問われるのは、祖国や家族を守ろうと戦地に散った人々に、今を生きる日本人が何を約すかだろう。
　戦争の惨禍を繰り返さないとの祈りにとどまらない。国民の生命と国家の名誉が損なわれないよう努める覚悟が欠かせない。
　国民を萎縮させる謝罪外交に終止符を打つことに、首相は重い責任を負った。
社説　戦後７０年首相談話　真の和解とするために
東京新聞　2015年8月15日
 

　戦後日本の平和と繁栄は、国内外での膨大な尊い犠牲の上に、先人たちの努力で勝ち得てきたものだ。戦後七十年の節目に、あらためて胸に刻みたい。
　安倍晋三首相はきのう戦後七十年の首相談話を閣議決定し、自ら記者会見で発表した。
　戦後五十年の一九九五年の終戦記念日には村山富市首相が、六十年の二〇〇五年には小泉純一郎首相が談話を発表している。
　その根幹部分は「植民地支配と侵略」により、とりわけアジア諸国の人々に多くの損害と苦痛を与えた歴史の事実を謙虚に受け止め「痛切な反省と心からのお詫（わ）びの気持ち」を表明したことにある。
◆村山、小泉談話は継承
　安倍首相はこれまで、歴代内閣の立場を「全体として引き継ぐ」とは言いながらも、「今まで重ねてきた文言を使うかどうかではなく、安倍政権としてどう考えているのかという観点で出したい」と述べるなど、そのまま盛り込むことには否定的だった。
　戦後七十年の「安倍談話」で、「村山談話」「小泉談話」の立場はどこまで引き継がれたのか。
　安倍談話は「わが国は、先の大戦における行いについて、繰り返し、痛切な反省と心からのお詫びの気持ちを表明してきた」として村山、小泉談話に言及し、「こうした歴代内閣の立場は、今後も、揺るぎないものだ」と受け継ぐことを言明した。
　この部分は評価するが、気になるのは個々の文言の使い方だ。
　首相が、七十年談話を出すに当たって参考となる意見を求めた有識者会議「二十一世紀構想懇談会」の報告書は「満州事変以後、大陸への侵略を拡大」と具体的に言及したが、安倍談話では「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない」という部分だけだ。
◆侵略主体、明確でなく
　この表現だと、侵略の主体が日本なのか、国際社会一般のことなのか、明確にはなるまい。
　一九三一年の満州事変以降の日本の行為は明らかに侵略である。自衛以外の戦争を禁止した二八年の不戦条約にも違反する。アジア解放のための戦争だったという主張も受け入れがたい。
　安倍首相が、有識者による報告書のようにかつての日本の行為を「侵略」と考えているのなら、一般化したと受け取られるような表現は避け、日本の行為と明確に位置付けるべきではなかったか。
　「植民地」という文言も、談話には六カ所出てくるが、いずれも欧州列強による広大な植民地が広がっていたという歴史的事実を述べる文脈だ。
　「植民地支配から永遠に訣別（けつべつ）し、すべての民族の自決の権利が尊重される世界にしなければならない」との決意は当然としても、日本による植民地支配に対する反省とお詫びを表明したとは、受け取りがたい。
　特に、日韓併合の契機となった日露戦争について「植民地支配のもとにあった、多くのアジアやアフリカの人々を勇気づけた」と意義を強調したのは、朝鮮半島の人々への配慮を欠くのではないか。
　いわゆる従軍慰安婦については「二十世紀において、戦時下、多くの女性たちの尊厳や名誉が深く傷つけられた過去を、この胸に刻み続ける」と言及し、「二十一世紀こそ、女性の人権が傷つけられることのない世紀とするため、世界をリードしていく」と述べた。
　その決意は妥当だが、日韓関係改善を妨げている従軍慰安婦問題の解決に向けて問われるのは、今後の具体的な取り組みだろう。
　安倍談話は「七十年間に及ぶ平和国家としての歩みに、私たちは静かな誇りを抱きながら、この不動の方針を、これからも貫いてまいります」と表明した。
　その決意に異議はない。
　戦後日本は新憲法の下、平和国家として歩み続け、非軍事面での国際貢献で国際的な信頼を勝ち得てきた。先人たちの先見の明と努力は今を生きる私たちの誇りだ。
◆負の歴史に向き合う
　将来にわたって、過去と同じ轍（てつ）を踏まないためには、侵略や植民地支配という「負の歴史」とも謙虚に向き合って反省し、詫びるべきは詫びる勇気である。
　戦争とは何ら関わりのない将来世代に謝罪を続ける宿命を負わせないためには、聞く者の心に響くような言葉で語る必要がある。それが戦後七十年を生きる私たち世代の責任ではないのか。
　安倍談話が国内外で評価され、近隣諸国との真の和解に資するのか否か、引き続き見守る必要はあろうが、負の歴史とも謙虚に向き合い、平和国家としての歩みを止めないのは、私たち自身の決意である。戦後七十年の節目に、あらためて誓いたい。
直接謝罪避ける＝７０年談話
　安倍晋三首相は戦後７０年に合わせて発表した談話で、焦点となっていた、先の大戦に関する「侵略」「植民地支配」「反省」「おわび」のキーワードを明記した。ただ、戦後５０年の村山富市首相談話と一線を画し、安倍内閣の立場を直接表明した記述は乏しく、「歴史修正主義者」との懸念を払拭（ふっしょく）できたかどうかは不透明だ。
　首相は２００９年の月刊誌で「村山談話以降、政権が代わるたびにその継承を迫られるようになった。まさに踏み絵だ」と指摘。自民党の保守派などから「自虐史観」などと批判のあった村山談話に代わる新たな談話の必要性を訴えていた。今回の談話で「子や孫の世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」と打ち出したところに、首相の積年の思いがにじむ。
　ただ、談話の大部分では、こうした過去の考えを一応は封印した形だ。首相は、先の大戦における行為に関し、「わが国は、痛切な反省と心からのおわびの気持ちを表明してきた」と指摘。「こうした歴代内閣の立場は今後も揺るぎない」と、過去の談話を継承する姿勢を示した。
　近隣諸国との「和解」に向けた表現も随所に盛り込んだ。従軍慰安婦を念頭に「深く名誉と尊厳を傷つけられた女性たちがいたことも忘れてはならない」と訴える一方、東南アジア各国や台湾、韓国、中国を明示し「隣人が歩んできた苦難の歴史を胸に刻み、平和と繁栄に力を尽くしてきた」とも強調した。
　首相がこうした談話とした背景には、過去の談話踏襲を求めてきた与党・公明党や、首相の歴史認識を注視している中国や韓国への配慮があるとみられる。
　もっとも、「侵略」などの文言は、あくまで村山談話や戦後６０年の小泉純一郎首相談話の引用の形にとどまり、自らの言葉で語らなかった。間接的な表現としたことで、中韓両国が疑念を持つ余地を生んだことは否めない。首相が内外の信頼を得るには、今後の実際の行動が問われる。（時事2015/08/14-22:43）2015/08/14-22:43

安倍談話「おわび」「侵略」言及　目立つ引用・間接表現
朝日新聞デジタル　円満亮太　2015年8月14日22時04分

戦後７０年の談話について会見する安倍晋三首相＝１４日午後、首相官邸、井手さゆり撮影

　安倍内閣は１４日、戦後７０年の首相談話（安倍談話）を閣議決定した。戦後５０年の村山談話、６０年の小泉談話に盛り込まれた「植民地支配」「侵略」「痛切な反省」「心からのおわび」といった文言を使う一方で、歴代内閣の方針を引用するなど間接的な表現が目立ち、首相自身の歴史認識は見えにくい内容となった。
　安倍晋三首相は閣議後、首相官邸で記者会見して談話を発表した。談話では１９３１年の満州事変や３３年の日本の国際連盟脱退に触れ、「（日本は）進むべき針路を誤り、戦争への道を進んでいった」と指摘。「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段としてはもう二度と用いてはならない。植民地支配から永遠に決別し、すべての民族の自決の権利が尊重される世界にしなければならない。先の大戦への深い悔悟の念とともに、我が国はそう誓った」と振り返った。
　また「我が国は先の大戦における行いについて、繰り返し、痛切な反省と心からのおわびの気持ちを表明してきた」と村山・小泉両談話にある表現を引用。その上で「こうした歴代内閣の立場は、今後も揺るぎないものである」とした。
おわびの気持ち「今後も揺るぎない」　安倍談話発表
朝日新聞デジタル　2015年8月14日18時33分

原稿が投影されるプロンプター（左）を見ながら、記者会見で戦後７０年の談話を発表する安倍晋三首相＝１４日午後６時１分、首相官邸、飯塚晋一撮影









　安倍内閣は１４日夕の臨時閣議で、戦後７０年の談話（安倍談話）を閣議決定した。安倍晋三首相は閣議後に首相官邸で記者会見し、談話を発表した。
　安倍談話は戦後５０年の村山談話、６０年の小泉談話などを念頭に、「我が国は、先の大戦における行いについて、繰り返し、痛切な反省と心からのおわびの気持ちを表明してきた」と言及。その上で「こうした歴代内閣の立場は、今後も、揺るぎないものである」として、安倍内閣として過去の談話を引き継ぐ考えを示した。
　また、「（日本は）進むべき針路を誤り、戦争への道を進んでいった」と指摘。「植民地支配から永遠に決別し、すべての民族の自決の権利が尊重される世界にしなければならない。先の大戦への深い悔悟の念と共に、我が国は、そう誓った」などと記し、歴代の首相談話にあった「植民地支配」の文言にも触れた。
　一方、「あの戦争には何ら関わりのない、私たちの子や孫、そしてその先の世代の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」とも主張。「『積極的平和主義』の旗を高く掲げ、世界の平和と繁栄にこれまで以上に貢献していく」と、首相の持論である「未来志向」を強調した。
安倍首相「反省とおわび」継承…戦後７０年談話
読売新聞　2015年08月15日 01時05分
安倍首相、戦後７０年談話を発表
　政府は１４日、戦後７０年の安倍首相談話を閣議決定した。
　談話は、日本が先の大戦への「痛切な反省と心からのおわび」を表明した歴代内閣の立場は揺るぎないと強調し、戦後日本は侵略や戦争を手段として二度と用いず、植民地支配との決別を誓ったと指摘した。日本の国際復帰を支えた国や人への「感謝」に言及し、今後も積極的平和主義の下に国際貢献を進める考えを示した。首相は記者会見で、多くの国民が共有できる談話を目指したと語った。
　安倍首相談話は約３４００字で、戦後５０年の村山首相談話や戦後６０年の小泉首相談話の約３倍となった。談話を個人的見解とするため閣議決定しない案もあったが、最終的に政府の公式見解として閣議決定した。村山談話や小泉談話が触れた「侵略と植民地支配」への「痛切な反省とおわび」などの表現はすべて盛り込まれた。
　安倍首相は談話発表の記者会見で、「アジアの国々をはじめ、多くの国と未来の夢を紡ぎ出していく基盤としたい」と狙いを語った。
　安倍首相談話は、先の大戦の犠牲者に「深くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(こうべ),頭)を垂れ」、哀悼の誠をささげたうえで、戦後日本の原点に「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段として二度と用いてはならない」との誓いがあると指摘した。その理由として、先の大戦への「深い悔悟」を挙げた。
　先の大戦での日本の行為については「繰り返し痛切な反省と心からのおわびの気持ちを表明してきた。戦後一貫して、平和と繁栄に力を尽くしてきた」と述べ、「こうした歴代内閣の立場は今後も揺るぎない」と強調した。首相は記者会見で、「中には侵略と評価される行為もあった」と明言した。
　戦後日本の平和国家としての歩みについては、「静かな誇りを抱き、この不動の方針を貫いていく」との決意を示した。戦後日本の国際復帰に当たり、「戦争の苦痛をなめ尽くした中国人の皆さん」や「日本軍によって耐え難い苦痛を受けた元捕虜の皆さん」が寛容な心で日本との和解に力を尽くしたとして、「心からの感謝の気持ち」を表明した。
　韓国が歴史問題で重視する慰安婦問題については「戦時下、多くの女性たちの尊厳や名誉が深く傷つけられた過去を胸に刻み続ける」と明記した。
　政府は１４日、安倍首相談話の英訳を公表。同日深夜には、現地の大使館のホームページ（ＨＰ）に、中国語訳と韓国語訳をそれぞれ掲載した。
2015年08月15日 01時05分 Copyright © The Yomiuri Shimbun 

７０年談話：安倍カラーを抑制　支持率急落受け軟化
毎日新聞　2015年08月14日　22時40分（最終更新　08月14日　23時34分）
　安倍晋三首相は戦後７０年談話で、内閣支持率の低下など政権基盤の揺らぎを背景に「安倍カラー」を抑制した。首相は当初、未来志向を前面に出す意向だったが、安全保障関連法案の審議への影響や連立を組む公明党への配慮などから、談話の大半を歴史認識にさいた。ただ、村山談話の「侵略」「植民地支配」「おわび」などの「キーワード」は首相自身の歴史認識としては示さなかった。中国への配慮は随所に盛り込み、日中関係に配慮した一方、韓国への言及が少なかったのも特徴だ。
　戦後７０年談話に盛り込まれるか注目されたキーワードは「侵略」「植民地支配」「痛切な反省」「心からのおわび」の四つだった。
　安倍談話は、村山談話で「植民地支配と侵略によって、アジア諸国に多大の損害と苦痛を与えた」とした部分は引用しなかった。代わりに、「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない」と記述したが、侵略をどう認識しているかには触れなかった。「植民地支配」も「永遠に決別」と位置付けたが、韓国への「植民地支配」には踏み込まなかった。
　「反省」と「おわび」についても、「歴代内閣の立場は、今後も、揺るぎないもの」とはしたものの、自ら「おわび」する形にはならなかった。将来の日本人に「謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」との表現もあり、「未来永劫（えいごう）、謝罪をするのは違和感を覚える」（１１日、自民党の稲田朋美政調会長）という首相や首相周辺の持論を反映させたとみられる。
　キーワードを盛り込み公明党や周辺国への配慮を示しつつ、首相の支持基盤である右派にも気を配る形になっており、談話作成に苦慮したことがうかがえる。
　そもそも首相には「侵略」などの表現を盛り込む意図はなかったとみられる。首相は談話について２０１３年４月の参院予算委員会で、「（村山談話を）安倍内閣としてそのまま継承しているわけではない」と答弁。その後は「全体として引き継ぐ」と修正したものの、「もう一度書く必要はないだろう」とも語り、戦後７０年の歩みと未来志向を中心に談話を構成する方針だった。
　誤算は安保関連法案の審議が難航していることだ。憲法学者３人が６月４日に衆院憲法審査会で、法案を「違憲」と発言。自民党若手勉強会での報道威圧発言問題なども起き、内閣支持率は下落。７月の毎日新聞の世論調査では第２次安倍内閣発足後初めて、支持率（４２％）が不支持率（４３％）を下回り、８月では３２％にまで下がった。支持率低下の中で来夏の参院選を控える政府・自民党にとって、政権運営には公明党の全面協力が不可欠。また、国会開会中の談話発表となれば、公明党の太田昭宏国土交通相が国会で談話への認識を問われる可能性もあり、公明党が求める閣議決定の判断に傾いた。
　公明党の山口那津男代表は７日の首相との会談で、「おわび」に言及しない談話の素案を示された際に、「歴代内閣の談話を継承した意味が、国内外に伝わるものにしてほしい」と注文。首相はその後、山口氏に電話で素案を変更すると伝え、引用の形で「おわび」を盛り込んだ。
　自民党議員は「首相にとって最重要課題は安保法案の成立だ。公明党や中韓を刺激すれば審議に影響が出かねず、首相は妥協したのだろう。政権はそこまで追い込まれつつあるということなのだろう」と語った。【松本晃、当山幸都】
７０年談話：「おわび」歴代の表現を引用　
毎日新聞　2015年08月14日　21時43分（最終更新　08月15日　01時05分）
　◇「侵略」「植民地支配」言及
　政府は１４日、臨時閣議を開き、戦後７０年の安倍晋三首相談話を決定した。談話は「我が国は、先の大戦における行いについて、繰り返し、痛切な反省と心からのおわびの気持ちを表明してきた」と述べたうえで、「歴代内閣の立場は今後も揺るぎない」と明言。戦後５０年の村山富市首相談話（１９９５年）などの表現を引用して「おわび」に言及した。
　「侵略」については、「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない」という戦後日本の不戦の誓いの形で言及。「植民地支配から永遠に決別し、すべての民族の自決の権利が尊重される世界にしなければならない」と表明した。
　首相は臨時閣議後の記者会見で、自身の私的諮問機関「２１世紀構想懇談会」（座長・西室泰三日本郵政社長）が６日に提出した報告書を「歴史の声」と評価し、先の大戦について「報告書にもある通り、中には侵略と評価される行為もあった」と認めた。ただ、報告書が、３１年の満州事変以後、日本は「大陸への侵略を拡大」したと記述したのに対し、首相は、何が侵略に当たるかは「歴史家の議論に委ねるべきだ」と述べた。
　談話は、２９年の世界恐慌以降、孤立感を深めた日本が「外交的、経済的な行き詰まりを、力の行使によって解決しようと試みた」と指摘。「進むべき針路を誤り、戦争への道を進んで行った」と総括した。先の大戦への「深い悔悟の念」も表明した。
　「戦争の苦痛をなめ尽くした中国人や、日本軍によって耐え難い苦痛を受けた元捕虜のみなさんが寛容であるためには、いかほどの努力が必要だったか、思いを致さなければならない」と中国などに配慮。「戦場の陰には、深く名誉と尊厳を傷つけられた女性たちがいたことも忘れてはならない」と慰安婦問題にも間接的に言及した。
　一方で、「あの戦争には何ら関わりのない私たちの子や孫、その先の世代の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」とも述べ、今回の談話を機に、アジア諸国との謝罪を巡る問題に区切りをつけたい考えをにじませた。
　そのうえで「歴史の教訓を深く胸に刻み、より良い未来を切り開いていく。アジアと世界の平和と繁栄に力を尽くす」と未来志向を強調。安倍内閣が掲げる「積極的平和主義」の外交理念を踏まえ、「自由、民主主義、人権といった基本的価値を共有する国々と手を携えて、世界の平和と繁栄にこれまで以上に貢献していく」と宣言した。
　談話は約３３００字で、村山談話の約３倍。英訳も同時に公表した。また、在中・在韓日本大使館のホームページに、中国語訳と韓国語訳を掲載した。【樋口淳也】
談話 「お詫び」明記し歴代の立場継承表明
NHK　8月14日 18時25分
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政府は臨時閣議を開いて、戦後７０年にあたっての総理大臣談話を決定し、安倍総理大臣が記者会見で発表しました。安倍総理大臣は「わが国は先の大戦における行いについて繰り返し痛切な反省と心からのお詫びの気持ちを表明してきた。こうした歴代内閣の立場は今後も揺るぎない」と述べ、いわゆる「村山談話」などを引き継ぐ方針を明確にしたうえで、積極的平和主義の下、世界の平和と繁栄にこれまで以上に貢献していく考えを表明しました。
政府は１４日夕方、総理大臣官邸で臨時閣議を開き、戦後７０年にあたっての総理大臣談話を決定し、安倍総理大臣が午後６時から記者会見して、その内容を発表しました。

　それによりますと、先の大戦について、「日本は、外交的、経済的な行き詰まりを力の行使によって解決しようと試みました。進むべき針路を誤り、戦争への道を進んで行き、７０年前、敗戦しました。戦後７０年にあたり、国内外に倒れたすべての人々の命の前に、深く頭を垂れ、痛惜の念を表すとともに永劫の哀悼の誠を捧げます」としています。

　そのうえで、「先の大戦では、３００万余の同胞の命が失われました。中国、東南アジア、太平洋の島々など、戦場となった地域では、多くの無辜の民が苦しみ犠牲となりました。戦場の陰には深く名誉と尊厳を傷つけられた女性たちがいたことも忘れてはなりません。何の罪もない人々に計り知れない損害と苦痛をわが国が与えた事実。この事実をかみしめる時、今なおことばを失い、ただただ断腸の念を禁じ得ません」と総括しています。

　そして、戦後の日本の歩みについて、「事変、侵略、戦争。いかなる武力の威嚇や行使も、国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない。植民地支配から永遠に訣別し、すべての民族の自決の権利が尊重される世界にしなければならない。先の大戦への深い悔悟の念と共にわが国はそう誓いました」としています。そのうえで、「自由で民主的な国を創り上げ、法の支配を重んじ、ひたすら不戦の誓いを堅持してまいりました。７０年間に及ぶ平和国家としての歩みに、私たちは静かな誇りを抱きながら、この不動の方針をこれからも貫いてまいります。わが国は、先の大戦における行いについて、繰り返し痛切な反省と心からのお詫びの気持ちを表明してきました。こうした歴代内閣の立場は今後も揺るぎないものであります」として、いわゆる「村山談話」のキーワードと位置づけられる、▽侵略、▽植民地支配、▽痛切な反省、▽お詫びのすべてを使いながら、歴代内閣の立場を継承する姿勢を明確にしています。

　そして、今後の日本の歩みについて、各国の人々の「寛容の心」の心によって、日本が国際社会に復帰できたことに感謝の意を示したうえで、「日本では、戦後生まれの世代が今や人口の８割を超えています。あの戦争には何ら関わりのない、私たちの子や孫、そしてその先の世代の子どもたちに謝罪を続ける宿命を背負わせてはなりません。しかし、それでもなお、私たち日本人は世代を超えて、過去の歴史に真正面から向き合わなければなりません」としています。

　そのうえで、「私たちは、自らの行き詰まりを力によって打開しようとした過去を、この胸に刻み続けます。だからこそ我が国は、いかなる紛争も、法の支配を尊重し、力の行使ではなく、平和的・外交的に解決すべきである。この原則をこれからも堅く守り、世界の国々にも働きかけてまいります。我が国は、自由、民主主義、人権といった基本的価値を揺るぎないものとして堅持し、『積極的平和主義』の旗を高く掲げ、世界の平和と繁栄にこれまで以上に貢献してまいります」などと、談話を締めくくっています。

　村山談話、小泉談話はおよそ１３００字程度でしたが、今回の談話は３０００字を越える分量となっています。政府は、安倍総理大臣の真意を諸外国に正確に伝えるため、英訳を公表したほか、今後、中国語と韓国語訳も発表することにしています。 

なぜ今、談話？　過去の談話に不満 

日経新聞　2015/8/14 21:24

　安倍晋三首相が戦後70年談話を発表しようとしたのはなぜか。
　終戦記念日に合わせて歴史認識を示す首相談話は、戦後50年の1995年の村山富市首相と戦後60年の2005年の小泉純一郎首相が発表した。先の大戦に「おわび」を表明した２つの談話に安倍氏は不満を抱いてきた。
　首相は12年末に再登板すると、戦後70年談話をつくる考えを早々と表明。戦後70年の歴史の節目に自らの歴史認識を示した談話を出そうと考えた。
　従軍慰安婦問題に関する93年の河野洋平官房長官談話にも不満だった。12年の党総裁選では河野談話見直しに意欲を示した。14年６月に河野談話の作成検証結果をまとめ、旧日本軍による「強制性」については、韓国の要請に応じる形で「総じて本人たちの意思に反して」との表現を用いたとした。
安倍首相７０年談話　「反省・おわび」継承　「日本の侵略」明示せず
東京新聞　2015年8月15日 07時02分
　政府は十四日午後の臨時閣議で、戦後七十年の安倍晋三首相談話を決定した。談話は先の大戦に関し、歴代の内閣が反省と謝罪を続けてきた経緯を説明する形で「反省」「おわび」に触れた上で「こうした歴代内閣の立場は、今後も揺るぎない」とした。「植民地支配」と「侵略」との言葉も使用して、日本政府としていずれも将来行わない方針を示した。しかし、植民地として日本が朝鮮半島を統治したことや、日本が中国大陸などで侵略行為を行ったことには触れなかった。
　一九九五年の村山富市首相談話の「おわび」などのキーワードを盛り込み、歴史認識では歴代内閣と立場が変わらないと示す意図がある。しかし、首相の直接の言葉ではないとの指摘も出そうだ。
　談話では「あの戦争には何ら関わりのない私たちの子や孫、その先の世代の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」とし、歴史認識問題に区切りを付けたい意向も示した。
　歴史認識に関しては「わが国は先の大戦における行為について、繰り返し、痛切な反省と心からのおわびの気持ちを表明してきた」とした。
　「侵略」については「いかなる武力の威嚇（いかく）や行使も、国際紛争を解決する手段としては、もう二度と用いてはならない」と指摘。植民地支配に関しては「永遠に訣別（けつべつ）し、すべての民族の自決の権利が尊重される世界にしなければならない」とした。
　一九三一年の満州事変以降の日本に関し「進むべき針路を誤り、戦争への道を進んで行った」と語った上で「深い悔悟の念」を示した。広島、長崎の原爆投下にも触れて「唯一の戦争被爆国として、核兵器の不拡散と究極の廃絶を目指す」と表明。「積極的平和主義の旗を掲げ、世界の平和と繁栄にこれまで以上に貢献する」との考えも示した。
　英語訳も同時に発表。北京とソウルの日本大使館は中国語、韓国語版をそれぞれ公表した。
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保守層と中韓両にらみ　曖昧な表現多く
東京新聞　2015年8月15日 朝刊
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　安倍晋三首相は十四日に閣議決定した戦後七十年談話をめぐって、連立与党の公明党をはじめ、米国、中国、韓国が村山談話の継承を強く求めたことで苦慮。自らの思いを直接的な表現で盛り込むことはできず、歴代政権の談話を引用するなど、曖昧（あいまい）な表現を多用する結果となった。　（石川智規、木谷孝洋）
　「同じ言葉を入れるなら、コピーして名前だけ書き換えればいい」
　首相は四月、村山談話の「侵略」や「おわび」などのキーワードを引き継ぐか問われ、こう明言した。この発言で、村山談話を継承しないのでは、との警戒感が広がった。
　反応したのは公明党だ。山口那津男代表ら幹部は「キーワードは大きな意味を持つ」と繰り返し表明。今月七日夜に首相と会談した山口氏は、「謝罪の意図が伝わる表現を盛り込んでほしい」と迫った。
　中韓両国に加え、米国も村山談話の継承を求めた。米国は七月下旬、「日本政府や日本の人々が感じてきた反省の思いを代弁してほしい」（ラッセル国務次官補）と明言し、首相が持論を直接的な表現で盛り込むことを抑える決め手の一つとなった。
　首相はもともと閣議決定で自らの考えを表明する方針だった。しかし、他国を武力で守る集団的自衛権の行使を容認する安全保障関連法案の国会審議で、法案の違憲性をはじめ、海外での武力行使が際限なく広がるとの懸念が広がった。世論の反発が強まり、内閣支持率も低下したため、首相は六月ごろ、談話を閣議決定せず、個人的な見解とする道を探った。摩擦を少しでも減らすためだ。
　しかし、首相と考えが近い有識者らでつくる「二十一世紀構想懇談会」が八月上旬にまとめた報告書でさえ、「侵略」や「植民地支配」、過去の「痛切な反省」を盛り込み、村山談話に沿った内容となった。
　首相は個人的見解でも持論を述べるのは難しいと判断。逆に閣議決定すれば、自らの政治信条ではなく、政府見解だと主張できるため、村山談話の見直しを求める保守層の反発を和らげることができるとの計算も働いたとみられる。
　首相は談話を発表した十四日の記者会見で、有識者の報告書に何度も言及し「報告書を歴史の声として受け止めたい。報告書の上に立って談話をまとめた」と表明した。
　首相側近は「首相になる前の希望と、首相になってからの現実は違う」と首相をかばったが、本音も漏らした。「この内容なら出さなくても良かった」
戦後７０年の首相談話 閣議決定
NHK　8月14日 17時27分
[image: image10.jpg]



政府は臨時閣議を開き、戦後７０年にあたっての総理大臣談話を決定しました。談話は、いわゆる「村山談話」に使われた「侵略」や「お詫び」などの文言を用いながら、歴代政権の基本的立場を継承し、平和国家として積極的に国際貢献を行う方針を打ち出しているものとみられ、安倍総理大臣が午後６時から記者会見して発表することにしています。
政府は１５日の「終戦の日」を前に、午後５時から臨時閣議を開き、戦後７０年にあたっての総理大臣談話を決定しました。
　談話は、いわゆる「村山談話」などでキーワードに位置づけられた「植民地支配」「侵略」「痛切な反省」「お詫び」の４つの文言を、歴代政権の取り組みに触れるくだりなどで明記したうえで、歴代政権の基本的立場を継承し、平和国家として積極的に国際貢献を行う方針を打ち出しているものとみられ、安倍総理大臣が午後６時から記者会見して発表することにしています。
　安倍総理大臣が１４日に談話を発表する背景には、戦後７０年となる「終戦の日」の１５日は、全国戦没者追悼式が開かれ、天皇陛下がおことばを述べられることから、「静かな気持ちでその日を迎えたい」という意向があるものとみられます。
　政府は、安倍総理大臣が談話を発表したあと、諸外国に真意が正確に伝わるよう速やかに英訳を発表するほか、中国語や韓国語の翻訳も公表することにしています。 

「ｈｅａｒｔｆｅｌｔ　ａｐｏｌｏｇｙ」＝おわび英訳、歴代談話を踏襲
　政府は１４日、戦後７０年の安倍晋三首相談話の英訳版を公表した。国際的に注目されていた先の大戦へのおわびと反省の表現は、「心からのおわび」を「ｈｅａｒｔｆｅｌｔ　ａｐｏｌｏｇｙ」、「痛切な反省」を「ｄｅｅｐ　ｒｅｍｏｒｓｅ」とそれぞれ訳した。いずれも、戦後５０年の村山富市首相談話、同６０年の小泉純一郎首相談話の外務省の英訳表現を踏襲した。
　おわびと反省の主語は、村山、小泉両談話が一人称の「Ｉ」（私）であるのに対し、安倍談話は原文の「わが国」を「Ｊａｐａｎ」（日本）と訳しており、明確な違いが出た。
　安倍談話が「日本は進むべき針路を誤り」と述べた部分は「Ｊａｐａｎ　ｔｏｏｋ　ｔｈｅ　ｗｒｏｎｇ　ｃｏｕｒｓｅ」と訳された。村山談話の「国策を誤り」の英訳表現「ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　ａ　ｍｉｓｔａｋｅｎ　ｎａｔｉｏｎａｌ　ｐｏｌｉｃｙ」（誤った国の政策に続き…）とは趣が異なる。
　一方、安倍首相は今回の談話に、４月の米議会演説で先の大戦に関して言及した「ｄｅｅｐ　ｒｅｐｅｎｔａｎｃｅ」（深い悔悟の念）の表現を盛り込んだ。　（2015/08/14-22:26）2015/08/14-22:26

７０年談話：英訳、政策の誤り強調
毎日新聞　2015年08月14日　22時55分（最終更新　08月15日　00時56分）
　安倍晋三首相の戦後７０年談話は、英訳版が日本語と同時に公表された。意図をより正確に国際社会に伝えたいとの考えがあるとみられる。韓国、中国語版も公表したが、談話公表時に間に合わなかった。
　談話は、日本が戦争に突入した経過を「進むべき針路を誤り」とした。英語では「took　the　wrong　course」と訳した。村山富市首相談話では「国策の誤り」の英訳を「mistaken　national　policy」としており、mistakeよりも強い意味合いのwrongを使うことで、「より日本が間違った選択をしたというニュアンスを出した」（政府関係者）という。
　歴史認識に関する単語は、６日に首相に提出された首相の私的諮問機関「２１世紀構想懇談会」の報告書と同様、村山首相談話で使われた用語を引き継いだ。
　先の大戦に対する「痛切な反省」については「deep　remorse」、「侵略」を「aggression」、「植民地支配」を「colonial　rule」と英訳している。
　４月の米国議会演説でも使用した「深い悔悟の念」として「deep repentance」を使った。「repentance」は「remorse」とともに、「regret」（後悔）よりも語感が強く、謝罪の意味合いが強い。また、「過去の非を悔い、行いを改める」という意味合いがあり、「悔恨」「悔い改め」などと訳されることが多い。宗教的なニュアンスがあるという。【前田洋平】
＜安倍談話・主なキーワードの英訳＞
▽村山談話と同じ表現
植民地支配　　　colonial rule

侵略　　　　　　aggression

痛切な反省　　　deep remorse

心からのおわび　heartfelt apology

▽新たな表現
深い悔悟の念　　deep repentance

※米国議会演説で使用
安倍首相談話「おわび」記述　謝罪継続に区切り、侵略明示せず
　政府は１４日午後の臨時閣議で、戦後７０年の安倍晋三首相談話を決定した。談話は先の大戦をめぐり、歴代内閣が謝罪を続けてきたと紹介する形で「おわびの気持ち」を記述。「歴代内閣の立場は今後も揺るぎない」と表明した。一方で「戦争に関わりのない世代に、謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」と強調し、謝罪に区切りをつけたい意向も示した。国際紛争を解決する手段としての「侵略」を否定したものの、中国大陸などでの日本の行為を侵略とは明示しなかった。
　１９９５年の村山富市首相談話に明記された「おわび」などを盛り込みながら歴代内閣の立場を引き継ぐ姿勢を示した。2015/08/14 23:31   【共同通信】
首相、日中首脳会談に強い意欲　談話踏まえ「機会生かしたい」
　安倍晋三首相は１４日、官邸で記者会見し、戦後７０年談話の発表を踏まえ、中国の習近平国家主席との首脳会談に強い意欲を示した。「機会があれば、その機会を生かしていきたい。対話のドアは常にオープンだ」と強調した。日中首脳の正式会談は第２次安倍政権以降、既に２回実施されており、協議を継続することで関係改善を目指す意向を鮮明にした。
　首相は「今後もさまざまなレベルで対話を重ねて安定的な友好関係を発展させたい」と指摘。談話の内容に関し「中国の皆さんには、戦後７０年に当たっての率直な気持ちをありのまま受け止めてほしい」と求めた。
2015/08/14 22:24   【共同通信】
首相 談話踏まえ中韓との関係改善目指す
NHK　8月15日 4時12分
安倍総理大臣は、戦後７０年にあたっての総理大臣談話を発表したことを受けて、今後、国際会議などの場を通じて中国や韓国との首脳会談を実現し、関係改善につなげていきたい考えで、両国の談話に対する反応も見極めながら働きかけを強めていくことにしています。
政府は１４日、臨時閣議を開いて、戦後７０年にあたっての総理大臣談話を決定し、安倍総理大臣が記者会見して発表しました。安倍総理大臣は、この中で、「わが国は、先の大戦における行いについて、繰り返し、痛切な反省と心からのお詫びの気持ちを表明してきた。こうした歴代内閣の立場は、今後も揺るぎない」として、いわゆる「村山談話」などを引き継ぎ、平和国家として世界の平和と繁栄にこれまで以上に貢献していく考えを表明しました。
　これを受けて、岸田外務大臣が韓国のユン・ビョンセ（尹炳世）外相など各国の外相と電話で会談し、談話の内容を説明しました。また、政府は各国の日本大使館など、外交ルートを通じて談話の内容を説明して理解を求めるとともに、談話の英訳を総理大臣官邸のホームページに掲載したほか、中国語と韓国語の翻訳も、それぞれ中国と韓国の日本大使館のホームページに公表しました。
　安倍総理大臣としては来月の国連総会をはじめ、その後続くＡＰＥＣ＝アジア太平洋経済協力会議の首脳会議、それにＧ２０サミットなどの国際会議に合わせて、中国の習近平国家主席や韓国のパク・クネ（朴槿恵）大統領との首脳会談を実現し、関係改善につなげていきたい考えです。
　安倍総理大臣は、１４日夜のＮＨＫの「ニュースウオッチ９」でも、中国や韓国との首脳会談の実現に意欲を示したうえで、日中韓３か国の外相会議が実現したことを踏まえて、まずは日中韓３か国の首脳会議を実現させたい考えを示しており、今後、両国の談話に対する反応も見極めながら、働きかけを強めていくことにしています。 

中韓との関係改善不透明＝政府、各国に談話説明
　安倍晋三首相は１４日発表した戦後７０年談話で、同５０年の村山富市首相談話のキーワードとされる「侵略」や「おわび」に言及した。中国や韓国が求める村山談話の「継承」を明確にする姿勢を示すことで理解を得たい考えだが、両国との関係改善につながるかは見通せない。
　岸田文雄外相は１４日夜、韓国の尹炳世外相ら４カ国の外相に電話し、首相談話の趣旨を説明。「７０年の平和国家の歩みを基礎に国際社会の平和と安定に一層貢献していく」と伝えた。中国に対しては外務省の斎木昭隆事務次官が程永華駐日大使を同省に招き、談話の内容を説明した。
　中国とは今年４月に首相と習近平国家主席の２回目の会談が実現、関係改善の兆しが出始めている。首相は９月上旬の訪中を模索しており、談話に対する中国側の反応を見極めた上で調整に入る考えとみられる。
　ただ、中国は国を挙げて「抗日戦争勝利７０年」の宣伝を強化しており、首相談話がどう受け止められるかは不透明。外務省幹部は「反応は予断できない。丁寧に理解を求めていく」と語った。
　一方、韓国との関係では、首相と朴槿恵大統領の会談実現への手応えが得られていない。大統領は条件としていわゆる従軍慰安婦問題の進展を求めているが、日本政府は「解決済み」との立場を崩しておらず、溝は容易に埋まりそうにない。
　首相は談話で、慰安婦問題を念頭に「戦場の陰には深く名誉と尊厳を傷つけられた女性たちがいたことも忘れてはならない」と述べた。しかし、韓国の元慰安婦の支援団体は明確な謝罪を要求しており、韓国政府はこうした世論を背景に日本に厳しい態度を続ける可能性もある。　（時事2015/08/14-22:26）
戦後７０年談話 岸田外相 韓・英・仏・豪に説明
NHK　8月14日 22時00分
岸田外務大臣は、戦後７０年にあたっての総理大臣談話の決定を受けて、韓国のユン・ビョンセ（尹炳世）外相やイギリスのハモンド外相ら、４か国の外相と電話で会談し、談話の内容やねらいを説明し、理解を求めました。
政府が臨時閣議で戦後７０年にあたっての総理大臣談話を決定したことを受けて、岸田外務大臣は１４日午後６時すぎから、韓国のユン・ビョンセ外相、イギリスのハモンド外相、フランスのファビウス外相、それにオーストラリアのビショップ外相と、それぞれ電話で会談しました。
　この中で岸田大臣は、談話の内容を紹介するとともに、「戦後７０年間の日本の平和国家としての歩みを基礎に、国際協調主義に基づく『積極的平和主義』の下、今後とも国際社会の平和と繁栄に一層貢献してきたい」と述べ、理解を求めました。
　これに対し、それぞれの外相からは、岸田大臣からの説明に謝意が表明されたということです。また、このうち韓国のユン外相は「談話の内容を韓国政府内で速やかに共有する」と述べたということです。
　会談のあと、岸田大臣は記者団に対し、「各国の外相との間で、今後とも２国間関係を強化していくとともに、国際社会の課題に連携して取り組んでいくことを確認した」と述べました。また岸田大臣は、記者団が「中国に対する説明は行ったのか」と質問したのに対し、「きょうは、時間の調整ができた国の外相と電話会談を行った。アメリカ、中国、韓国に対しては、斎木事務次官がきょう、駐日大使と直接会って、同様の説明を行った」と述べました。 

戦後７０年談話 外務事務次官が中韓大使に手渡す
NHK　8月14日 20時57分
外務省の斎木事務次官は１４日夕方、外務省で中国や韓国の駐日大使と相次いで会談し、戦後７０年にあたっての総理大臣談話を直接手渡して、内容を説明したうえで理解を求めたものとみられます。
外務省の斎木事務次官は、政府が戦後７０年にあたっての総理大臣談話を決定したことを受けて、１４日午後５時半すぎから外務省で、中国の程永華・駐日大使と会談し、談話を直接手渡しました。そのうえで斎木次官は、談話の内容について「いわゆる『村山談話』などを引き継ぐ方針を明確にしており、積極的平和主義の下、世界の平和と繁栄にこれまで以上に貢献していく考えを示している」などと説明し、理解を求めたものとみられます。これに対し、程大使は「談話を読んだうえで、本国に報告する」と述べました。
　また、斎木次官は韓国のユ・フンス（柳興洙）駐日大使とも会談し、談話を直接手渡したうえで、内容を説明したものとみられます。

　韓国外務省の当局者によりますと、１４日午後７時すぎに岸田外務大臣が韓国のユン・ビョンセ（尹炳世）外相に電話をし、「談話で表明されたとおり、歴代内閣の歴史認識は今後も揺るぎない」と説明したということです。これに対し、ユン外相は「日本政府の誠意ある行動が何よりも重要だ」と強調したということです。 

７０年談話・識者談話
◇首相の考え見えない
　政治評論家の伊藤惇夫さんの話　歴史検証が長く論評的で、安倍首相自身がどう考えているか見えてこない。当初は、名誉回復の機会として「おわび」や「侵略」を避けたいと首相周辺からは聞いていた。しかし、公明党との関係や世論の動向、中韓への配慮などの要素が絡む中で、妥協的なものになった。安倍政権は極めて順風満帆にきたが、安全保障関連法案の問題をきっかけに、苦しい状況にある。今回の談話は、それを打開するインパクトがあるようなものにはならなかった。
◇国際認識に近く一定評価
　大沼保昭・明治大特任教授（国際法）の話　安倍首相の歴史認識からすると、何とか国際社会の共通認識に近い談話になったと思う。有識者懇談会や学界からの要請など、市民社会の声が一定程度働いた結果ではないか。１９世紀の欧米列強による植民地支配の歴史から日本の植民地支配と侵略戦争に言及し、さらに「戦場の陰に深く名誉と尊厳を傷つけられた女性たちがいた」との表現で、「慰安婦」問題にも間接的に触れている点は良かった。
　ただ、首相が侵略および植民地支配の主体が日本であるとの歴史認識を明確に持っているかどうかは必ずしも明らかではない。特に植民地支配への反省は、戦争への「深い悔悟の念」、犠牲者への「痛惜の念」としたことに比べて軽い印象を与える。せっかく１９世紀の欧米の植民地支配の歴史から説き起こしたのなら、日本がまずは植民地支配を十分反省し、それをてこに欧米へも反省を迫る、そういう姿勢が欲しかった。（時事2015/08/14-21:53）2015/08/14-21:53

一橋大・吉田裕教授「間接的な表現に違和感」
NHK　8月14日 18時59分
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戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、日本の近現代政治史が専門で一橋大学大学院の吉田裕教授は「あいまいな表現になることも予想していたが、基本的には村山談話を継承していると思う。不用意な談話を出せば外交的に打撃になるため現実主義的な対応をしたと言える」と話しています。
　一方で、「村山談話や小泉談話と異なり、間接的な表現になっている。総理大臣自身のことばで侵略だったことを認め、植民地支配の中で多くの人に苦痛を与えたと表明するのが重要であり、間接的な表現となっているのには違和感がある」と話しています。
　また、談話の中に、あの戦争には何ら関わりのない、私たちの子や孫、そして、その先の世代の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはならないという表現があることについて、「中国や韓国には、『これ以上の謝罪は必要がない』とも受け取られる可能性があり、戦争責任を清算する意思があるのかどうかはっきりさせる必要がある」と話しています。
日大・信夫隆司教授「日中・日韓関係の改善に資する」
NHK　8月14日 18時54分
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戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、国際政治が専門で日本大学の信夫隆司教授は「冒頭で『歴史に対して謙虚であらねばならない』と述べたのが印象的だ。『侵略』や『植民地支配』、『お詫び』など村山談話のキーワードをすべて盛り込んだうえで『悔悟』という強い表現で反省を示しており、意識的に韓国や中国との関係をよくしていこうという考えがみられる」と評価しました。
　そのうえで、「支持率が低下し、安全保障関連法案の審議も思うように進まないなかで、国際関係まで悪化させることはできないと政治的に判断したのだと思う。苦渋の決断だったかもしれないが、保守的なイメージが強い安倍総理大臣がこの談話を出したことで、かえってインパクトがあり、韓国や中国との関係改善に向け強いアピールになるのではないか」と話しています。
産経新聞　2015.8.15 07:00更新 

【戦後７０年談話】櫻井よしこ氏「安易な謝罪の道をとらなかった」と評価　「『日本の視点を忘れるな』と示した」
　ジャーナリストの櫻井よしこ氏は１４日、首相談話を評価した。櫻井氏のコメントは次の通り。
◇　
　第１に、戦後の日本に対する世界の支援に深く感謝し、子や孫たちに「謝罪」を続ける宿命を背負わせないよう明記している。「侵略」という言葉を使ったが、一人称ではなく歴代政権の姿勢として、国際社会の普遍的な価値観としての言及だったのは、非常に良かったと思う。
　「侵略」「お詫び」という言葉が注目されていたが、日本国民が反省している気持ちを十分に表しながら、外の声に押され、安易な謝罪の道をとらなかったことは、日本のため、世界のためにも建設的だ。
広告
　安倍晋三首相の記者会見では、「『国策を誤り…』など抽象的な用語でなく、どのように針路を誤ったのか歴史の教訓を具体的にくみ取らなければならない」と述べていた。過去の談話の精神を引き継ぐ一方で、これは村山談話の批判と感じた。
　第２に、歴史を振り返って、植民地支配の波がアジアにも押し寄せていたことに触れ、「日露戦争は植民地支配のもとにあったアジア、アフリカの人々を勇気づけた」とした。歴代首相で、そういうことを述べた人がいたか。歴史の事実として、人類の歩みの中に日本もあったと確認したことは良かっただろう。
　また、経済のブロック化が進み日本が孤立感を深めたという指摘は、歴史を学べば学ぶほどそこに近づく真実だと感じる。安倍首相は歴史について日本の視点を忘れてはならないと、示したと思う。（談）
産経新聞　2015.8.14 22:14更新 

【戦後７０年談話】「外交的にバランス」外交評論家の宮家氏　「日本のあり方示す」ケント・ギルバート氏
　外交評論家の宮家邦彦氏の話「過去の談話は反省とおわびにばかり重点が置かれてきたが、今回の談話はより総合的で成熟した内容という印象だ。戦争に至る当時の国際環境や、日本がなぜ国策を誤ったかについて丁寧に説明している。『頭を垂れる』『痛惜』という自分自身の言葉を使っており、外交的にもバランスがとれている。保守政治家として知られる安倍晋三首相が、右でも左でもない客観的な内容の談話を発表したことで、歴史認識に関する国論の分裂を修復する第一歩になるのではないか」
　カリフォルニア州弁護士のケント・ギルバート氏の話「成熟した文明国として品格ある内容で、歴史上起きたことを正しく伝えており、近隣諸国に対する礼儀や誠意が伝わってきた。日本がアジアの平和と繁栄のため力を尽くしてきたことは明らかな事実。今後もその姿勢は変わらないことをアピールした点は大国としてふさわしく、これまでの政策に確信を持っていなければできない。謝罪のあり方で難癖をつける国もあるだろうが、今後の日本のあり方もしっかり示しており、前向きな姿勢が感じられるよいものだった」
産経新聞　2015.8.14 21:20更新 

【戦後７０年談話】空襲被害者、特攻隊員、抑留者ら、理解と注文
　「終戦の日」を前にした１４日に発表された戦後７０年の首相談話は、次の世代が謝罪を続けることへの懸念を示す一方、反省の言葉が盛り込まれた。空襲被害者、特攻隊員、旧ソ連の抑留者…。戦争を体験した人たちからは評価の声とともに、不満を示す意見もあった。
　東京大空襲を経験した神奈川県箱根町の相原孝次さん（８５）は「戦争を経験した世代や国内世論、近隣諸国にも配慮した内容」と評価。過去の首相談話が引き継がれたことには「外交を円滑に進めるためには、言わざるを得ないのだろう」と理解を示す。今後の世代には「個人的には謝罪を続ける必要はないと考えるが、どの世代も悲惨な戦争があったことを忘れず、平和維持のためには何ができるか考えてほしい」と注文した。
　屈指の激戦地とされた硫黄島から生還した大越晴則さん（８７）は「次の世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない、というのはその通りだ」と評価。一方で「今の日本が置かれた状況も詳しく話し、安保法制の必要性を説明してほしかった」と物足りなさを感じたという。
　沖縄戦の特攻隊員として弟＝当時（１７）＝が戦死した男性（８９）は「安倍さんの心は伝わったがまわりくどい。もっと率直に話せばいいのに。『侵略』という言葉を使ったことは不満だ」と批判。「中国や韓国が納得して平和につながるのであれば、やむを得ないのでしょう。次の世代のことを考えると、受け入れざるを得ない」と釈然としない様子だ。
　奈良市に住む元特攻隊員で海軍中尉だった粕井（かすい）貫次さん（９１）は「戦争犠牲者、将来の世代などあらゆる立場に配慮した内容になっていて良かった」と感じた。安倍首相が２０分以上、前を向いて話した姿を「堂々としていて自信を感じた。思い入れの強さも伝わってきた」とみる。
　ビルマ（現ミャンマー）戦線の戦友会の窓口として発足し、現在も戦没者の慰霊活動などを行う「全ビルマ会」の上原喜光会長（６８）は「村山談話などに譲歩しつつも、一線を越えず、安倍首相の主張を入れていた」と肯定的。その上で「飢えで苦しみ亡くなった方々がいるといった具体的な言及があり、南方戦線で亡くなられた英霊の方々も納得するのではないか」と話した。
　元衆院議員で旧ソ連に約３年にわたり抑留された経験を持つ全国強制抑留者協会会長の相沢英之さん（９６）は「想像より丁寧な内容で全般的に異論はない。特に日露戦争が植民地支配下にあった人々を勇気づけたと言い切った点は大変良かった」と評価。一方で「約６０万人が拉致された事案であるソ連の抑留について一言もなかったのは大変残念」と指摘した。
「村山談話を上書き」「換骨奪胎」…談話で議論
読売新聞　2015年08月14日 23時22分
　八木秀次・麗沢大教授（憲法学）と社民党の福島瑞穂副党首は１４日夜、ＢＳ日テレの「深層ＮＥＷＳ」に出演し、戦後７０年の安倍首相談話について議論した。
　八木氏は「極めて高く評価する」と述べたうえで、侵略や植民地支配を謝罪した村山富市首相談話との関係について「（侵略、植民地支配、痛切な反省、心からのおわびなどの）同じ用語を使っても、文脈を変え、上書きした。安倍談話が最新のもので、村山談話に立ち返ることはなくなった」と評価した。福島氏は「村山談話を受け継いでいない。（侵略などの）キーワードは使っているが、換骨奪胎している」と批判した。
戦後７０年談話 被爆者団体「不誠実で立腹」
NHK　8月14日 19時23分
戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、長崎の被爆者団体、長崎原爆被災者協議会の山田拓民事務局長は「今回の談話は、平和についての考え方が、今、国会で審議されている安全保障関連法案に関して安倍総理が言っていることと１８０度内容が違っていて、本心で言っていると思えない。誠実さも期待感もなく、非常に腹が立った」と述べました。また、談話の中で、唯一の戦争被爆国として核兵器廃絶を目指し国際社会で責任を果たすと言及したことについては、「核兵器廃絶への具体的な方策も示さず、口先だけの表現だった」などと述べて、失望感を示しました。
日本被団協＝日本原水爆被害者団体協議会の田中煕巳事務局長は、ＮＨＫの電話取材に対し、「いわゆる『村山談話』に使われた『侵略』や『お詫び』などの文言が用いられたことなど、全体としてはよく出来た内容だと感じた」と評価しました。そのうえで、「核兵器について『究極の廃絶』を目指すとしているが、『速やかに』という意志が示されなかったことは被爆者として残念だ。安倍総理大臣には談話で示した内容について言動一致となるように取り組んでいくよう求めたい」と話しています。

　広島県被団協＝広島県原爆被害者団体協議会の坪井直理事長はＮＨＫの電話取材に対し、「広島と長崎の原爆被害への言及があったが、核兵器はふつうの爆弾と違って放射線の被害が一生涯続くという、核特有の恐ろしさに全く言及されておらず残念だ。核兵器を廃絶しなければ人類が滅ぶかもしれないという危機感が感じられず、唯一の戦争被爆国として本気で核廃絶に取り組もうとしているのか疑問に感じた」と述べました。

　また、もう１つの広島県被団協の大越和郎事務局長は、ＮＨＫの取材に対し、「今回の総理大臣談話は７０年前の太平洋戦争をどう評価するのかを示すべきだと思うが、談話では太平洋戦争が『国際秩序の挑戦』だったとして誤った戦争であったことを認めておらず、その反省から日本国憲法ができたことにも一切触れられていない」と指摘しました。そのうえで、「過去の過ちを認めていない談話であり、『２度と戦争の惨禍を繰り返してはならない』とか『核兵器の廃絶を目指す』と言われても信用できない。むしろ、今、国会で審議されている安全保障関連法案によって、日本が憲法の下で守ってきた平和主義が変わってしまうのではないかという懸念がより強くなった」と述べました。 

戦後７０年談話 空襲被害者たちは
NHK　8月14日 19時02分
１４日、東京・台東区で、全国各地の空襲被害者や遺族たちによる民間人の被害者を支援する法律の制定を求めた集会が開かれています。
　安倍総理大臣の談話について、昭和２０年の東京大空襲で父親と姉を亡くし、自身も空襲の中を逃げ惑った９１歳の女性は「歴代の立場を継承したということでほっとしています。いつまでも世界の国々と協力して平和への道を歩んでほしい」と話していました。
７０年談話：「支配認め、信頼される日本に」在日詩人
毎日新聞　2015年08月14日　15時00分（最終更新　08月14日　18時38分）


「首相談話」について思いを話す金時鐘さん＝奈良県生駒市で２０１５年８月６日、三浦博之撮影
拡大写真
　安倍晋三首相は１４日夕、首相官邸で記者会見し、戦後７０年談話を発表する。日本統治下の韓国・済州島で育った在日コリアンの詩人、金時鐘（キム・シジョン）さん（８６）＝奈良県生駒市＝は「日本人には過去の植民地支配の事実を知り、被害に遭った側の痛みと向き合ってほしい。そうすれば国際社会でもっと信頼される国になる。談話にも、近隣諸国の人々の気持ちへの配慮が必要だ」と話す。
　「夕焼け小焼け」など日本の童謡を口ずさんで育った。日本語が得意で、「日本の恩恵で朝鮮も近代化される」と信じた。
　１９４５年８月１５日。「解放」を喜ぶ人々の間で、自分だけが取り残された気がした。日本統治以来の行政機関に代わり、朝鮮の青年らが行政の窓口業務の立ち会いなどを務めた。「この国は何もできない」と思い込まされていたことが、誤りと気づいた。
　植民地支配への反発を押し殺していた父母の心情にも思いが至った。父は日本語に練達していたが、話すことはなかった。日本からの独立運動に参加し、故郷を追われた過去があったことも知った。
　過去を取り戻すように、朝鮮語を学び直し、朝鮮半島を南北に分断する政策に反対する運動にのめり込んだ。大韓民国樹立前の混乱期。南部のみの独立を目指す臨時政府側から弾圧を受ける身となり、命の危険も迫ったため故郷を捨て日本へ。大阪などで工場勤務や高校の教員をし、在日として生きてきた。
　強制連行や徴用などでつらい思いをした人のような経験はない。それでも故郷や家族に背を向けてきた幼い自分の姿が、美しい日本の歌と一緒に思い出されるたびにいたたまれなくなる。「私にとって植民地は『優しい歌』でやって来たんだね」。口ずさむ童謡に朝鮮の歌はない。
　侵略を否定するような政治家の発言が報道されるたび胸が痛む。植民地支配や侵略を謝罪した村山談話について、安倍首相も「内閣として、そのまま継承しているわけではない」「侵略の定義は定まっていない」と発言した。国民から大きな反発が出ないことも、「アジアの人々に不安を与えている」と感じる。「何度も謝罪を求めているわけではない。ただ、過去にあったことを認め、それを覆したりすり替えたりしないでほしい」【田辺佑介】
　【略歴】金時鐘（キム・シジョン）　１９２９年、釜山生まれ。７歳で済州島に移り、教員養成の中学在学中に「解放」を迎えた。４９年に来日し、日本語による詩作を続ける。８６年随筆集「『在日』のはざまで」で毎日出版文化賞。２０１１年詩集「失（な）くした季節」で高見順賞。
「率直な謝罪でない」＝村山元首相
　村山富市元首相は１４日、大分市で記者会見し、安倍晋三首相の戦後７０年談話について「植民地支配や侵略をしたことが大変悪かったと率直に謝る印象の文になっていない」と批判した。その上で「焦点がぼけ、さっぱり何を言いたかったのか分からない。村山談話を継承すると言えば、その一言で済んだ」と語り、改めて首相談話を出す意義に疑問を呈した。
　村山氏は、自身が戦後５０年談話に明記した「植民地支配と侵略」や「反省とおわび」の文言に関し、「村山談話のキーワードをできるだけ薄めて触れたくないという気持ちがあったのだろう」と首相の心境を推し量った。　（時事2015/08/14-22:45

戦後７０年談話 村山元首相「村山談話継承の印象ない」
NHK　8月14日 21時03分
村山元総理大臣は、大分市で記者会見し、「ことばに配慮してずいぶん苦労して作った文章だと思うが、焦点がぼやけてさっぱり分からないという印象を強く持った。１００年以上前に西欧諸国の植民地が広がっていたという内容を盛り込むなど、『植民地支配』や『侵略』の意味を普遍化、わい小化している」と述べました。
　そのうえで、村山氏は「安倍総理大臣が本当に言いたいことはオブラートに包んで薄めたにすぎない。『村山談話』とはだいぶ中身が違うという印象で、談話が引き継がれたという印象はない」と述べました。
村山元首相、安倍談話を痛烈批判「さっぱりわからん」
朝日新聞デジタル　平塚学、稲垣千駿　2015年8月15日04時23分

記者会見に際し、安倍首相の談話の内容を確認する村山富市元首相＝１４日午後８時１３分、大分市中央町４丁目、菊地洋行撮影



　「談話は出す必要がなかった」。１４日、安倍晋三首相が発表した戦後７０年談話について、記者会見した村山富市元首相（９１）から批判の言葉が次々と発せられた。「何を言いたかったのか」「中身について評価するところはない」。２０年前の首相当時、戦後５０年に際して談話を発表した村山氏。「各国から評価された」という自負がある村山氏にとっては、許容できないものに映ったようだ。
　安倍氏が首相官邸で談話を発表したのは同日午後６時。村山氏はその２時間後の午後８時から、大分市中心街にある「全労済ソレイユ」ビルの会議室で記者会見した。会場には、中国のテレビ局を含む県内外の記者が詰めかけた。
　会見で村山氏はこう言った。「全体を通して見ると、焦点がぼけて言葉を薄めて述べている」
　「植民地支配」や「侵略」への「痛切な反省」という村山談話の理念について、「言葉は使っているが抽象化して不明確になっている」。批判は続いた。「過去の歴史に対する反省を素直に認めて端的に表現すべきだった」「村山談話を否定も踏襲もしていない。さっぱりわからん」「最初から『継承する』と言えば出す必要もなかった」
　自身が出した戦後５０年の談話について「節目に清算して、けじめをつける必要があると思った。内閣に課せられた歴史的な課題だった」と振り返る村山氏。かねて、安倍首相が出そうとしている戦後７０年談話について「なぜ、いま出すのか」と批判してきた。今年に入ってから、国内だけでなく、海外メディアからも取材依頼が殺到。取材対応や講演のため、東京に頻繁に足を運んできた。
　安倍政権が進める安全保障関連法案や、集団的自衛権の行使容認の憲法解釈変更についても、村山氏は護憲の立場から反対する。国会周辺の集会にも顔を出し、現在も精力的に活動を続けている。この日の記者会見では、こんな言葉も口にした。
　「（安倍談話は）美辞麗句を並べているが、安保法案との関係で、また懸念を深めると思う」「未来志向といったって、『積極的平和主義』とひとこと言っただけ。憲法を変えて戦争のできる国にしようと言ってるんだから」（平塚学、稲垣千駿）
　　　　　◇
　〈村山談話〉　自社さ連立政権時代の１９９５年、当時の村山富市首相が戦後５０年を機に閣議決定を経て日本政府の公式見解として出した首相談話。歴史認識については「国策の誤り」と「植民地支配と侵略」を認め、「痛切な反省」と「心からのおわび」を表明した。談話の内容は戦後６０年の小泉談話も踏襲し、歴代政権で政府の基本路線になってきた。
村山元首相、安倍談話を批判　「引き継がれた印象ない」
朝日新聞デジタル　2015年8月14日21時30分
　安倍晋三首相が発表した戦後７０年の談話（安倍談話）について、１９９５年に首相談話を出した村山富市元首相（９１）は１４日夜、地元の大分市内で記者会見し、自身の談話が「引き継がれた印象はない」との認識を示した。
　戦後５０年の村山談話について、安倍首相は「全体として引き継ぐ」と説明してきた。村山氏は会見で、安倍談話について「（村山談話を）否定もしていないし、踏襲もしていない。出す必要はなかった」と指摘。「焦点がぼけて、さっぱり何を言いたかったのか分からない」と切って捨てた。
　安倍談話の「おわび」をめぐる表現については、村山氏は「何をおわびしたのか不明確だ」と批判。「『植民地支配』『侵略』『おわび』という言葉は入っているが、日本がやってきたことに対して不明確だ」と不満を漏らし、「『植民地支配』とか『侵略』という村山談話のキーワードを薄めたい、という気持ちだったのだろう」と語った。
　また、安倍首相が談話の最後に自身が唱える「積極的平和主義」を盛り込んだことについては、「中身の説明をしていない。イメージがさっぱり分からない」と話した。
　中国、韓国などアジア諸国の受け止め方については「受け入れる国と疑問を呈する国、いろいろあると思う」。そのうえで、「村山談話とはだいぶ中身が違うな、という印象は与えると思う」と話した。
「苦し紛れ」「卑劣な作文」＝村山談話支持の学者ら批判
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安倍晋三首相談話について記者会見する「村山首相談話を継承し発展させる会」共同代表の鎌倉孝夫埼玉大名誉教授（中央）ら＝１４日夜、東京都千代田区
　村山談話を支持する学者らでつくる「村山首相談話を継承し発展させる会」は１４日夜、安倍晋三首相談話の発表を受け、東京・永田町で記者会見を開いた。出席した識者からは「苦し紛れの談話だ」「安保関連法案の推進と矛盾している」と厳しい批評が相次いだ。
　共同代表の鎌倉孝夫埼玉大名誉教授は「武力を国際紛争解決の手段としてはならない」とした今回の談話について、「今国会で成立させようとしている安全保障関連法案と矛盾している。本当にそう誓うのなら、法案を撤回すべきだ」と批判。染谷武彦副代表は「村山談話にあった『侵略』や『おわび』といった言葉をなんとか落とさないように形を取り繕った、苦し紛れの談話だ」と切り捨てた。
　藤田高景理事長は「侵略という言葉は使われたが『先の戦争で日本が侵略した』とはどこにも書いていない。主語も目的語もあいまいで、非常に卑劣な作文だ」と指摘。共同代表の田中宏一橋大名誉教授は「安倍首相は野党時代に『村山談話はあまりに一面的だ。もっとバランスの取れた談話を出したい』と話していたが、実際政権に就くとそうはいかなかったのだろう」と分析した。（2015/08/14-22:02）
戦後７０年談話 村山談話継承求める団体は
NHK　8月14日 21時43分
「植民地支配」、「侵略」、「痛切な反省」、「お詫び」の４つの文言を盛り込んだ、いわゆる「村山談話」の継承を求める学者や元外交官などでつくる団体が東京都内で会見し、戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、なんとか取り繕おうとした談話だなどと批判しました。
会見したのは、学者や元外交官などおよそ５００人でつくる「村山首相談話を継承し発展させる会」です。
この中で、副代表を務める二松学舎大学の染谷武彦教授は「村山談話の４つのことばをなんとかして落とさないで取り繕おうとした苦し紛れの談話だ。特に、先の大戦のことを日本の侵略だとはっきり言わずに逃げていて、有識者懇談会の報告書とも違うものになっている」と批判しました。
　また、共同代表を務める埼玉大学の鎌倉孝夫名誉教授は「憲法の精神を踏襲する村山談話を継承しているように見えるが、実際はみずからの『積極的平和主義』を強調しようというもので、村山談話と中身はまったく違う」と指摘しました。 

戦後７０年談話 歴史認識問う集会
NHK　8月14日 19時10分
日本の過去の侵略や植民地支配の歴史に積極的に向き合うべきだと訴える人たちが集会を開き、戦後７０年にあたっての総理大臣談話にどのような文言が記されても、政権が目指しているのは集団的自衛権の行使を具体化する道だなどと批判しました。
東京・千代田区で行われた集会には、主催者の発表でおよそ４００人が集まりました。この中で、ナチス・ドイツ時代の強制労働による被害者への賠償を行った、ドイツの財団の活動に携わってきたウタ・ゲルラントさんが講演し、「この財団は１５年前、国と企業の負担で設立され、設立の時期は遅かったが、財団がなければ被害者への補償はできなかった。ナチスの犯罪への取り組みは長い道のりであり、途上にある」と話しました。
　また、集会では、戦後７０年にあたっての総理大臣談話にどのような文言が記されても、政権が目指しているのは集団的自衛権の行使を具体化する道だとしたうえで、今の憲法は過去の歴史への痛切な反省から生まれたもので、政府に対する戒めであるとともに、アジア諸国の人々に対する日本の約束だなどとする宣言を採択しました。 

集会の参加者は
５４歳の女性は「村山談話を踏襲したことは評価できる、『侵略』や『心からのお詫び』ということばを盛り込むことを求める市民運動などの活動がなければ、こうしたことばは入らなかったと思う。政府や私たちはこれからも過去の植民地支配の被害に遭った人たちの声を聞き続けていくことが重要だと思います」と話していました。
また、４７歳の会社員の男性は「今、審議されている安全保障関連法案などを見ると、談話はうわべだけのように思える。戦争が繰り返されないように、今後も市民が声を上げて今の憲法を守る活動を続けていかなければならない」と話していました。
戦後７０年談話 国会前で安保反対の若者は
NHK　8月14日 19時39分
国会前には、１４日も大学生などの若者や主婦らが集まり、安全保障関連法案への反対を訴えています。

　戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、大学２年の女子学生は「安倍総理大臣のこれまでの言動からすれば、『植民地支配』や『お詫び』ということばが使われ、かなり譲歩した内容という印象です。この談話で安全保障関連法案に対する国民の反対の声を抑え、なんとしても法案を成立させたいのだと受け止めました」と話していました。
　また、大学４年の男子学生は「憲法９条の文言を使いながらも最後の最後に『積極的平和主義の旗を掲げる』としており矛盾を感じます。安倍総理大臣には、この談話の内容と、安全保障関連法案で目指していることをよく見比べてもらいたい」と話していました。
　一方、埼玉県から訪れたという５０代の女性は「大いに賛同できることばが並んでいると思いますが、戦争に苦しんだ人や沖縄の人たちの声に耳を傾けなければ、どんなに立派な内容でも意味がないと思います」と話していました。
戦後７０年談話 那覇市内の反応
NHK　8月14日 21時23分
戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、那覇市の６０代の女性は「いろいろな人の意見を聞いたと言っていて、反省も込められていたとは思うが、ごまかされているように感じる。戦争の足音が近づいているような感じがするので、複雑です」と話していました。
　また、那覇市の２０代の男性は「総理が考えて、どう沖縄に対して行動していくかということが大事だと思うので、ことばでというよりも、これからどういうことを踏まえて、どのように動いていくのかということをちゃんと見ていきたい」と話していました。
　一方、埼玉県から仕事で訪れた６０代の男性は「予想していたよりは誠実に、『謝罪』や『お詫び』の気持ちもあり、『侵略』ということばも使われていたので、私としては期待どおりのいい談話だったと思う」と話していました。
戦後７０年談話 日商会頭「世界の国々の理解進むこと期待」
NHK　8月14日 19時54分
戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、日本商工会議所の三村会頭はコメントを発表し、「先の大戦に至る歴史的経緯の検証と深い反省の上に立ち、日本がいかなる未来を築き、いかなる貢献を果たすのか、明確な姿勢が示されたと受け止めている。この日本の真摯な姿勢に対する関係各国ならびに世界の国々の理解が進むことを期待する」としています。
　そのうえで、「政府には、近隣諸国などとの良好な関係の維持・構築を図りアジアおよび世界経済の発展を牽引するとともに、国際秩序の安定に積極的に貢献することが求められる。産業界としても各国との経済交流を通じ、世界の平和と繁栄に寄与するよう、これまで以上に努力していく」としています。
７０年談話：経済界、中国や韓国の関係改善に期待広がる　
毎日新聞　2015年08月14日　22時40分
　戦後７０年の安倍晋三首相談話を受け、経済界では中国や韓国との関係改善への期待が広がった。「談話に『おわび』も『反省』もなければ、（関係改善に努めた）経済界の努力が無に帰す」（財界幹部）との危機感が強かっただけに、これらの言葉が談話に盛り込まれたことに安心する声が上がった。
08月14日 22時41分日本商工会議所の三村明夫会頭は談話について、「先の大戦に至る歴史的経緯の検証と深い反省の上に立ち、明確な姿勢が示された。関係各国の理解が進むことを期待する」とコメント。経済界では「中国で大きな反日感情を引き起こすものではないだろう」（大手商社）などと、関係改善に期待が広がっている。
　現在、中国の景気減速懸念が強まっているが、市場では「日本の経済成長のためには、中国の巨大市場の需要を取り込む必要がある」（ＳＭＢＣ日興証券の宮前耕也シニアエコノミスト）などと、関係強化を求める声が圧倒的だ。ただ、今回の談話で歴史問題が解決したわけでもなく、政治的緊張が対中韓ビジネスに悪影響を与えるリスクはなおくすぶっている。【小倉祥徳、種市房子】
談話、市民は「ごまかしの文章」「バランス取れた内容」
朝日新聞デジタル　2015年8月15日05時17分

安保関連法案に反対する国会前デモの前に、首相の戦後７０年談話の中継を見る横浜市の会社員上野拓也さん（２８）と長田久子さん（２５）。「平和的、外交的に解決すると言っていたけど、今の安保法制と矛盾するのではないか。不信感はぬぐえなかった」＝１４日午後６時２１分、国会前、関田航撮影





　１４日に発表された「安倍談話」。市民らはどう受け止めたのか。
　「まるでひとごと。言葉に魂がこもっていない。一般論や過去の経緯の説明にとどまって現内閣の思いはみえず、村山談話より後退した印象」。元ＮＨＫプロデューサーの永田浩三・武蔵大教授（６０）は話す。
　仲間と「杉並の市民による戦後７０年宣言」を７日に公表し、加害者の意識を持つ必要性を盛り込んだ。「侵略」「おわび」の文言や、慰安婦を思わせる表現が盛り込まれたことは評価したが「一見、聞こえは良いが、よく読むと傲慢（ごうまん）。悪いと思っていないのに、頭を下げている感じがする」と語った。
７０年談話：安保法案反対の若者ら「矛盾」と批判
2015年08月14日


戦後７０年の安倍首相談話が発表されたが、国会前には安保関連法制や戦争反対を訴える人たちがあふれた＝東京都千代田区で２０１５年８月１４日午後８時４分、後藤由耶撮影
写真特集へ
　戦後７０年の安倍晋三首相談話が発表された１４日夜、安全保障関連法案に反対する若者らが国会前に集まり、「憲法を守らない議員はいらない」「戦争に参加する国にはさせない」などと口々に訴えた。主催した学生団体「自由と民主主義のための学生緊急行動（ＳＥＡＬＤｓ＝シールズ）」の奥田愛基さんは、首相談話について「平和が大事、民主主義は大切と言いながら、最後には『積極的平和主義の旗を高く掲げ』と、つまり集団自衛権を行使しなくてはならないと結んでいて矛盾している。普通に考えておかしい」と訴えた。
「首相の本音見えず」と野党＝公明は高く評価－戦後７０年談話
　安倍晋三首相が発表した戦後７０年談話について、野党は１４日、首相の「本音」を覆い隠しているとして一斉に批判した。一方、過去の談話との整合性を重視し、閣議決定も求めていた公明党は談話の内容を高く評価した。
　民主党の岡田克也代表は国会内で記者団に「今までの政治家・安倍晋三の歴史観とは明らかに異なる」と指摘。「侵略や心からのおわびなどの表現は引用の形で述べられた。首相がどう考えているのか伝わってこない」と語った。
　共産党の志位和夫委員長は党本部で「自らの言葉として反省とおわびを一切述べず、欺瞞（ぎまん）的な内容だ」と強調。社民党の吉田忠智党首と生活の党の小沢一郎代表もそれぞれ「戦前回帰的な本音が垣間見える」などと断じた。
　維新の党の松野頼久代表は「１０年ごとに同様な談話が発表されていることに疑問を感じざるを得ない」とのコメントを発表。一方、次世代の党の平沼赳夫党首は「未来志向の内容は支持する」と表明した。
　自民党の谷垣禎一幹事長は「先の大戦の失敗を克服し、国際法の進化の下で努力してきた成果を分析した上で今後の方向性を示した」と評価した。公明党の山口那津男代表は「いわゆるキーワードを使って歴代内閣の立場を引き継ぎ、今後も揺るぎないと閣議決定したことは大変意味がある」と満足した表情で記者団に語った。　（時事2015/08/14-21:19）2015/08/14-21:19

戦後７０年談話 各党の反応
NHK　8月14日 21時50分
政府は臨時閣議を開いて、戦後７０年にあたっての総理大臣談話を決定し、安倍総理大臣が記者会見で発表しました。総理大臣談話について、各党の幹部は次のような考えを示しました。
自民 谷垣幹事長
自民党の谷垣幹事長は、「先の大戦でのわが国の失敗の原因がどこにあり、戦後、その失敗を克服し、国際法の進化のもとでわが国が努力してきた成果を分析した上で、今後のわが国が取るべき方向性を示した、非常にバランスの取れた談話だ」とするコメントを発表しました。
公明 山口代表
公明党の山口代表は党本部で記者団に対し、「侵略や植民地支配、痛切な反省、心からのおわびなどのキーワードを使って歴代内閣の立場を引き継ぎ、それが今後も揺るぎないことを閣議決定したのは大きな意味がある。幅広い観点からバランスをとりながら、心を砕いて表明しており、中国や韓国にも談話の意味は伝わると思うし、政府にはこれを基に改善の努力を進めてほしい」と述べました。
民主 岡田代表
民主党の岡田代表は記者団に対し、「今回の談話は、今までの政治家、安倍晋三の歴史観とは明らかに異なるものだ。安倍総理大臣が大きく考え方を変えたのか。変えたということであれば内外の議論や指摘が影響を与えたということだろう。植民地支配、侵略、痛切な反省、心からのおわびといった表現はいずれも引用という形で述べているが、日本のことを言っているのか、一般論として言っているのか、定かではない。安倍総理大臣がどう考えているのかが伝わってこない」と述べました。
維新 柿沢幹事長
維新の党の柿沢幹事長は東京都内で記者団に対し、「バランスのとれた、『未来志向』だという安倍総理大臣のことばにかなっている、評価できる内容だと思う。この談話が、安倍総理大臣の心の中からにじみ出た本心であって、これから、談話にのっとって、国政の運営と日本のかじ取りをしていくことが、本当に行動になって現れてくるのかどうかが、何よりも大事だと思う」と述べました。
共産 志位委員長
共産党の志位委員長は党本部で記者団に対し、「反省とおわびについて、過去の歴代政権が表明してきたという事実に言及しただけで、みずからのことばとして、反省とおわびを一切述べていないので、大変欺まん的な内容だ。『村山談話』が示した、過去の歴史に対する日本政府の基本的な認識や価値を、事実上、投げ捨てるに等しいもので、国内外の厳しい批判は免れないと思う」と述べました。
次世代 平沼党首
次世代の党の平沼党首は、「未来志向の内容は支持する。また、次の世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはならないと発言したことは評価する。しかし、戦争の反省は重要だが、おわびはもうやめるべきだ。おわびを繰り返しても、未来は切り開けない。現在、アジア・太平洋の平和を乱す動きがあることへの批判も入れるべきだったと考える」というコメントを出しました。
社民 吉田党首
社民党の吉田党首は党本部で記者団に対し、「『侵略』と『おわび』の表現は盛り込まれているが、安倍総理大臣本人のことばとしては語られておらず、戦後５０年の『村山談話』よりも大きく後退していると言わざるをえない。一方で、いわゆる従軍慰安婦について、直接的な言及は無かったが、女性の尊厳を傷つけたといった表現が入ったのはよかったと思う」と述べました。
生活 小沢代表
生活の党と山本太郎となかまたちの小沢代表は盛岡市で記者団に対し、「今まで日本は何度も謝罪してきたので、これ以上謝罪する必要はないと言わんばかりの文言だと思う。自分の本音を隠して取り繕おうという表現で、ことばの端々に戦前の日本を肯定するたぐいの表現が見られる。私には納得がいかない」と述べました。
元気 松田代表
日本を元気にする会の松田代表は、「『先の世代の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはなりません』という言葉には共感した。しかし、そうであればこそ、安倍総理大臣は、もう１度、自分の言葉でおわびを表明し、それを最後にするという気概をみせてもよかったのではないか。全体としては、未来志向の言葉が多く、前向きに評価したいと思うが、重要なのは行動だ」というコメントを出しました。
安倍談話に与党「未来志向」　野党「自らの言葉でない」
朝日デジタル　2015年8月15日05時38分
　安倍晋三首相が１４日に発表した戦後７０年談話について、与党からは過去を踏まえた未来志向の内容だと評価する意見が相次いだ。一方野党は、おわびや反省などについて過去の政権が言及した事実に触れただけで、「自らの言葉で語っていない」などと批判した。
　自民党の谷垣禎一幹事長は、「先の大戦でのわが国の失敗の原因と、戦後、わが国が努力した成果を分析し、取るべき方向性を示した、非常にバランスのとれた談話だ」とのコメントを発表した。稲田朋美

HYPERLINK "http://www.asahi.com/topics/word/政調会長.html" \o "政調会長のトピックスを開く"政調会長も「満州事変以降戦争に進んだ日本について、何を反省すべきかを世界の中の日本という視点で直視した」とした上で、「談話は首相の平和への思いと世界貢献への決意の表れだ」と評価するコメントを出した。
　公明党の山口那津男代表も党本部で記者団に、「先の大戦への深い悔悟の念と不戦の誓いをしている」と語り、一定の評価をした。山口氏は７日に安倍首相から談話の原案を提示された際、「侵略」などの文言を明確に位置づけるよう注文をつけていた。
　一方、民主党の岡田克也代表は国会内で記者団に、「植民地支配や侵略について日本のことを言っているのか一般論として言っているのか定かではない」と指摘した。そして「今までの政治家安倍晋三の考えとは違うものがかなり入っている。全部消化した上でいっているのか疑問は残る」と述べた。また「こういう談話を出した以上、今後この考え方で進めてもらいたい」と注文をつけた。
　維新の党の松野頼久代表は「村山談話以後、１０年ごとに同様な談話が発表されていることに疑問を感じざるを得ない。村山談話に示された歴史認識は広く普遍的なものになっている」とする談話を発表した。
　共産党の志位和夫委員長は党本部で記者団に対し、「反省とおわびについて、歴代政権が表明したという事実について言及しただけで、自らの言葉で述べていない。大変欺瞞（ぎまん）に満ちたものだ」と批判した。
　村山富市元首相が名誉党首を務める社民党も、吉田忠智党首が党本部で記者団に、「注目された侵略とおわびの表現は盛り込まれているが、本人の言葉として語られていない。村山談話よりも大きく後退した」と指摘した。
　生活の党と山本太郎となかまたちの小沢一郎代表は盛岡市内で記者団に、「村山談話や小泉談話で謝罪したからこれ以上言うことはないという本音が出ている談話だ」と批判した。
　次世代の党の平沼赳夫党首は、「おわびはもうやめるべきだ。次世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはならないと発言したことは評価する」との談話を発表し、日本を元気にする会の松田公太代表は「未来志向の言葉が多いが、重要なのは行動だ」とする談話を出した。
70年談話　自民「バランスとれた」、民主「考え伝わらない」 

日経新聞　2015/8/14 21:21 (2015/8/14 22:40更新)

　自民党の谷垣禎一幹事長は14日夜、戦後70年談話について「非常にバランスのとれた談話である」と評価するコメントを発表した。「わが国の失敗の原因がどこにあり、戦後、わが国が努力してきた成果を分析された上で、今後のわが国が取るべき方向性を示した」と指摘した。
　公明党の山口那津男代表は「侵略や植民地支配、痛切な反省、心からのおわびというキーワードを使い、歴代内閣の談話および立場を引き継いで、今後も揺るぎないことを閣議決定したことは大きな意味がある」と評価した。
　一方、民主党の岡田克也代表は「おわび」などが引用の形で盛り込まれている点に触れ「首相がどう考えているのか伝わってこない。首相自身の考えをしっかりと述べられるべきだった」と国会内で記者団に語った。
　維新の党の松野頼久代表は「10年ごとに談話を発表することに疑問を感じざるを得ない」とのコメントを発表。共産党の志位和夫委員長は「自らの言葉として反省とおわびを一切述べていない。欺瞞（ぎまん）的な内容だ」と党本部で記者団に語った。
　次世代の党の平沼赳夫党首は「未来志向の内容は支持するが、おわびはもうやめるべきだ」との談話を出した。社民党の又市征治幹事長は「おわび」などの文言は「いずれも第三者的な触れ方であり、日本の加害責任を曖昧にする」との見方を示した。
　日本を元気にする会の松田公太代表は「前向きに評価したい」としつつ「おわび」については「首相自身の気持ちとは違うことが暗に伝わるものになった」と指摘した。
産経新聞　2015.8.15 00:03更新 

【戦後７０年談話】与党「バランスとれた談話」と評価　野党は「一般論に終始」と批判
　安倍晋三首相が１４日に発表した戦後７０年談話について、自民党の谷垣禎一幹事長は「今後のわが国が取るべき方向性を示した非常にバランスのとれた談話だ」と評価するコメントを出した。稲田朋美政調会長も「首相の平和への思いと世界貢献への決意の表れだ」との談話を発表した。
　公明党の山口那津男代表は記者団に「先の大戦に対する深い悔悟の念とともに不戦の誓いをしている」と評価した。さらに「歴代内閣の立場を同じ言葉で繰り返さなくても、むしろより強い意志が込められている」と述べた。
　次世代の党の平沼赳夫党首は談話を評価した上で、「現在、アジア太平洋の平和を乱す動きがあることへの批判も入れるべきだった」との注文も付けた。
　民主党の岡田克也代表は記者団に「反省」や「お詫（わ）び」などの表現について「いずれも引用の形で述べられている。首相がどう考えているのか伝わってこない。一般論に終始している」と述べ、首相を批判。「全体としてのトーンは必ずしも否定的なものではない」とも語った。
　維新の党の松野頼久代表は、戦後７０年に談話を出したこと自体に疑問を呈し、「これまでの歴史認識を変える意図があるのではないかと疑われて国際的な混乱を招き、国益を損ねかねない事態になったことは残念というほかない」とした。
　戦後５０年談話を出した村山富市元首相は大分市で記者会見し、「美辞麗句を並べたが、何をお詫びし、これからどうするのか説明していない。もっと明確な表現をすべきだった」と批判した。共産党の志位和夫委員長は、「反省とお詫びも過去の歴代政権が表明したという事実に言及しただけで、首相自らの言葉としては語らないという欺瞞（ぎまん）に満ちたもの」と非難した。
産経新聞　2015.8.14 21:31更新 

【戦後７０年談話】「過去の談話より後退」社民・又市幹事長コメント
　安倍晋三首相が戦後７０年に当たって発表した談話について、社民党の又市征治幹事長は１４日、コメントを発表し、戦後５０年の村山富市首相談話に盛り込まれた「侵略」に直接言及せず、「おわび」も直接表明していないなどと指摘し、「言っていることと現実の安倍政権がやっていることが違うのであれば、過去の談話より後退しているといわざるをえない」と批判した。
　また、「先の世代の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはなりません」としたことについても、「これで区切りをつけようとしているが、キーワードをちりばめただけでは、本当の意味の謝罪にならない」と反発した。
産経新聞　2015.8.14 21:00更新 

「もっと明確な表現を」　村山元首相が安倍首相談話批判
　村山富市元首相は１４日、戦後７０年の安倍晋三首相談話発表を受けて大分市で記者会見し「美辞麗句を並べたが、何をおわびし、これからどうするのか説明していない。新たな談話を出すことで国際的に持たれた疑念に答えるために、もっと明確な表現をすべきだった」と批判した。
　村山氏は「植民地支配や侵略という言葉をできるだけ普遍化し『どこの国でもやっている』というように（表現した）」と指摘。「焦点がぼけ、何が言いたいのかさっぱり分からない」と強調した。
　首相が掲げる「積極的平和主義」に関しても「中身には一切触れず、何の説明もしていない。談話を出す必要はなかった」と力説した。
産経新聞　2015.8.14 20:23更新 

【戦後７０年談話】公明・山口代表「歴代内閣の立場揺るぎないことを決定したのは大きな意味」
　公明党の山口那津男代表は１４日、安倍晋三首相が発表した戦後７０年談話について「歴代内閣の談話と立場を引き継いで、今後も揺るぎないことを閣議決定したのは大きな意味がある」と述べた。都内で記者団の取材に答えた。
　焦点とされていた「侵略」や「おわび」などの表現の仕方については「先の大戦に対する深い悔悟の念とともに不戦の誓いをしている」と強調。いかなる武力の行使も許されないと言及している点に触れ、「歴代内閣の立場を同じ言葉で繰り返さなくても、むしろより強い意志が込められている」と述べた。
　山口氏ら公明党幹部は７日に首相らと会談し、「歴代内閣の談話を継承した意味が伝わる内容にしてほしい」と求めた。
　山口氏はこの日、談話で配慮した点について首相から数日前に連絡があったことを明らかにした。公明党の要望が反映されたかどうかは「首相がいろいろと配慮されて最終的な表現になったと思うので、今日の結果を尊重したい」と述べるにとどめた。
　中国や韓国との関係改善につながるかを記者団に問われ、「談話と会見を通じて、その意味は中国や韓国の方々に伝わっていくものと思うし、そう受け止めていただきたい」と答えた。
産経新聞　2015.8.14 19:55更新 

【戦後７０年談話】「１０年ごと、同様の談話に疑問」維新・松野代表
　安倍晋三首相が戦後７０年にあたって発表した談話について、維新の党の松野頼久代表は１４日、コメントを発表し、「戦後５０年の村山談話以後、１０年ごとに毎回、同様の談話が発表されていることに疑問を感じざるを得ない」と指摘した。
　その上で「特に、今回は国の安全保障法制を根底から変えるような法案審議をしている最中に、これまでの歴史認識を変える意図があるのではないかと疑われて国際的な混乱を招き、国益を損ねかねない事態になったことは残念というほかない」と批判した。
産経新聞　2015.8.14 19:41更新 

【戦後７０年談話】「談話は首相の平和への思いの表れ」自民・稲田政調会長
　安倍晋三首相が戦後７０年にあたって発表した談話について、自民党の稲田朋美政調会長は１４日、「戦後７０年の節目に、歴史の何を直視し、何を反省し、それをどう生かすかが重要だ。その意味において安倍談話は有識者懇談会の報告を受けて、満州事変以降戦争へと進んだ日本について何を反省すべきかを世界の中の日本という視点で直視し、その教訓を抽象的な言葉の羅列ではなく、具体的に記載し、将来の日本のあるべき姿として『国際協調主義に基づく積極的平和主義』を掲げたことに意義があると思う。談話は安倍首相の平和への思いと世界貢献への決意の表れだと思う」とのコメントを発表した。
産経新聞　2015.8.14 19:36更新 

【戦後７０年談話】「おわびはもうやめるべき」次世代・平沼党首コメント
　次世代の党の平沼赳夫党首は１４日、安倍晋三首相の戦後７０年談話について、「未来志向の内容を支持する」とのコメントを発表した。「次の世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはならないと発言したことは評価する」とした。
　ただ、「戦争の反省は重要だが、おわびはもうやめるべきだ。おわびを繰り返しても未来は切り開けない」と強調。さらに「現在、アジア太平洋の平和を乱す動きがあることへの批判も入れるべきだった」ともした。
産経新聞　2015.8.14 19:36更新 

【戦後７０年談話】「今後のわが国が取るべき方向性示した」自民・谷垣幹事長が評価
　自民党の谷垣禎一幹事長は１４日、安倍晋三首相の戦後７０年談話について「２０世紀が世界と日本にとってどういう時代であったかという中で、先の大戦でのわが国の失敗がどこにあり、戦後、その失敗を克服し、国際法の進化の下で、わが国が努力してきた成果を分析した上で、今後のわが国が取るべき方向性を示した非常にバランスのとれた談話だ」とのコメントを発表した。
70年談話、海外反応は様々　メディアは厳しい声も 
米国「痛切な反省を歓迎」、台湾「歴史事実直視を」 

日経新聞　2015/8/15 1:28

　安倍晋三首相が14日に発表した戦後70年談話は海外の主要放送局が中継したほか通信社も速報を流し、その内容と表現を巡り世界の注目を集めている。米国やオーストラリア、フィリピン政府などが談話を評価する声明を発表する一方、欧米メディアの一部は厳しい見方を示す。各国の見方はまだら模様だ。
　米国家安全保障会議（ＮＳＣ）のネッド・プライス報道官は14日、「安倍首相が痛切な反省を表明したことを歓迎する」との声明を出した。首相が歴代内閣の談話を継承する認識を示したことを歓迎するとともに、世界の平和と繁栄に力を尽くすとした安倍首相の意向を評価した。
　プライス氏は「70年にわたり日本は平和や民主主義、法の支配を実証してきた」として「世界の国々の模範となるものだ」と述べた。
　オーストラリアのアボット首相は同日、安倍晋三首相の戦後70年談話を「歓迎する」との声明を発表した。アボット氏は「第２次大戦での豪州や他国の苦しみを認識したもの」と評価したうえで、同じ地域にある国々が未来志向で「共に前進する」ことの大切さを訴えた。
　日豪が戦後70年を経て「特別な関係」を築いたと指摘し、それを可能にしたのは両国の国民や指導者が「過去の影が未来を決定づけることを拒んだ」からだと述べた。豪州は戦争での犠牲や苦難を忘れたことはないが、日本は「何十年にわたり模範的な国際市民として世界の平和や安定に貢献してきた」と強調した。
　大戦の激戦地だったフィリピンの外務省は14日夜「戦争の惨禍を繰り返さないとする日本に同意する」とコメントし、談話を評価する立場を示した。
　台湾の総統府は同日、安倍晋三首相が発表した戦後70年談話について「馬英九総統は日本政府が今後も歴史の事実を直視し、深い反省と教訓を心に刻むことを期待する」との声明を発表した。馬総統が2008年の就任後に日台友好を推進してきた成果にも触れるなど、日本側への配慮もにじませた。
　一方、欧米メディアの見方は厳しい。米紙ウォール・ストリート・ジャーナル（電子版）は「近隣諸国が要求していたような安倍首相自身の言葉による率直な謝罪は避けた」と解説。米紙ワシントン・ポスト（電子版）は、過去の村山談話で使われていた「心からのおわび」「植民地支配と侵略」という表現をそのまま繰り返すことはなかったと指摘した。
　英ロイター通信は安倍首相が「彼自身の新しいおわびは表明しなかった」と報じた。英国放送協会（ＢＢＣ）も、独自の新たな謝罪は示さなかったと分析。安倍首相は度重なる謝罪の要求にいら立ちを感じている国内の声に配慮する必要があったと解説した。
　仏ＡＦＰ通信は安倍首相が、将来の世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはならないと語ったことを伝えた。
　ドイツのＤＰＡ通信は中国と韓国が談話の内容に関心を示していたと指摘した上で、安倍首相が「（談話で）繰り返し謝罪した」と伝えた。ただ将来も謝罪を続けるかどうかが曖昧になっていることや、歴史の真相究明が遅れていることを指摘する記事もあった。
　シンガポールの政府系テレビ局は安倍首相が談話を読み上げ始めると同時にニュース専門チャンネルで中継した。途中他のニュースを挟みつつ、同時通訳をつけて談話の紹介を続けた。カギとされた「深い反省」「心からのおわび」の言葉が含まれたことを繰り返し報じ、中国と韓国が謝罪を迫っていたことを紹介した。
談話に中韓「言葉入っても誠意感じぬ」「責任避けた」
朝日新聞デジタル　北京＝倉重奈苗、ソウル＝東岡徹、ワシントン＝佐藤武嗣　2015年8月15日01時16分
　中国外務省は１４日深夜に談話へのコメントを発表し、「過去の歴史を正確に認識・対応し、正義を守ることは日本とアジアの隣国との関係改善の重要な基礎だ」と指摘。その上で「侵略の歴史に正面から向き合い、深く反省し、実際の行動でアジアの隣国と国際社会の信頼を得るよう求める」と、安倍首相の歴史認識を批判した。中国共産党関係者は「言葉は入っていても首相の誠意が感じられない」と、不信感を示した。
　ただ中国政府は、安倍首相が間接的でも「侵略」や「おわび」を明記したことで、日中関係改善を進めていくとの方針は今後も堅持していくとみられる。
　韓国でも、安倍談話は過去の歴史への反省や謝罪が間接的な表現にとどまっているとの批判が出ている。
　韓国政府関係者によると談話発表後、岸田文雄外相が尹炳世（ユンビョンセ）外相に電話をして「歴代内閣の歴史認識は今後も揺るがない」と説明。尹外相は「日本政府の誠意ある行動が何よりも重要だ」と強調したという。
　与党・セヌリ党の報道官は「反省と謝罪に言及したという点では意味ある談話だ」と一定の評価をしたうえで、「慰安婦についても間接的にしか言及していないことは物足りない」と指摘した。
　最大野党・新政治民主連合の報道官は「キーワードはすべてあったが、巧妙なやり方で加害者としての責任を避けた」と指摘。村山談話から大きく後退したと論評した。
　朴槿恵（パククネ）大統領は２０１３年２月の就任後、安倍首相との二国間の会談を一度もしていない。米国からも関係改善を求められるなか、首脳会談への環境を整えるには安倍談話の中身が重要で、尹外相も今後の日韓関係を左右する「試金石」と述べていた。
　ただ、外交筋は「批判をしすぎれば関係改善の機運をそぐことになる。韓国政府にとっては難しい判断になるのでは」と話す。
　オバマ米政権は安倍首相の歴史認識で日韓関係が悪化すれば、中国などを利することになり、米の外交戦略を狂わせかねないとの警戒から「安倍談話」に注目。歴代の首相談話の継承を求めてきただけに、米国家安全保障会議（ＮＳＣ）のプライス報道官は１４日、「第２次世界大戦中に日本がもたらした苦しみに対する痛切な反省を安倍首相が表明したことを歓迎する」との声明を発表した。
産経新聞　2015.8.15 00:18更新 

【戦後７０年談話】オバマ政権が歓迎　「他国の模範となる」と米高官
　【ワシントン＝加納宏幸】米ホワイトハウスは１４日、安倍晋三首相が発表した戦後７０年談話が痛切な反省の念を表明したとして歓迎する声明を発表した。安倍首相が、戦後５０年の村山富市首相談話、６０年の小泉純一郎首相談話などの歴代内閣の立場を「今後も揺るぎない」としたことについても歓迎した。
　声明は、米国家安全保障会議（ＮＳＣ）のプライス報道官が発表。安倍首相が今後、世界の平和と繁栄に貢献すると述べたことを「評価する」とし、日本が戦後７０年、平和、民主主義、法の支配を尊重してきたことは「他国の模範となる」と強調した。
　米メディアも談話発表を一斉に報じた。ＡＰ通信は１４日早朝、東京発で「深い悔悟を表明」と速報。日本が罪のない人々に「計り知れない損害と苦痛」を与えたと表明したと伝えた。米紙ニューヨーク・タイムズも電子版で談話全文を紹介し、村山、小泉両談話の「個人として反省の表現を示す過去のやり方」は踏襲されなかったと指摘した。
７０年談話：中国「真摯なおわびを」
毎日新聞　2015年08月14日　23時53分（最終更新　08月15日　01時03分）
　【北京・西岡省二】中国外務省の張業遂次官は１４日、安倍談話に関連して、木寺昌人駐中国大使を同省に呼び、中国の厳正な立場を表明した。駐中国大使への立場表明は、抗議や申し入れに比べれば抑制的な反応だが、日本側への直接的な意向表明で国内の対日強硬世論への配慮を示したといえる。
　中国外務省は同日、華春瑩副報道局長の談話も合わせて発表し、「国際社会が共同で第二次世界大戦勝利７０周年を記念している今日、日本の軍国主義による侵略戦争の性質と戦争責任を明確に引き継ぎ、被害国民に真摯（しんし）なおわびをすべきであり、この重大な原則を覆い隠すべきではない」と主張した。
　談話はまた「歴史問題は中日関係の政治基礎と、中国国民の感情に関係するものであり、歴史をかがみにして、未来に向かうことを主張してきた。国交正常化以来、中国が示してきた態度を日本が尊重し、侵略の歴史を反省し、実際の行動でアジアや隣国、国際社会の信頼を得るよう促す」としている。
　中国は９月３日の「抗日戦争勝利記念日」の式典に安倍首相を招待しており、国内世論の動向を注視している。
　◇韓国は慎重姿勢
　安倍談話について、韓国の日本専門家は一定の評価をする一方、メディアは「（繰り返しおわびを表明してきたという）『過去形』で謝罪に言及するにとどまった」（聯合ニュース）などと、一斉に批判的な報道をしている。秋に日中韓首脳会談の開催を目指す韓国政府は、世論の動きを慎重に見極めている模様で、公式コメントは１５日に発表する方針だ。
　安倍談話について朴槿恵（パク・クネ）政権に近い日本専門家の陳昌洙（チン・チャンス）世宗研究所所長は「もう少し踏み込んだ発言があれば良かったが、予想よりは悪くなかった」と評価。「これまで通り、日中韓首脳会談の実現に向けて努力していくだろう」との見方を示す。
　ただ、メディアの批判のトーンは高い。韓国紙、朝鮮日報（電子版）は「謝罪してきたとだけ言い、直接謝罪はしない巧妙な安倍（首相）」との見出しで伝えた。
　また、韓国外務省で長年、対日外交に携わった趙世暎（チョ・セヨン）東西大学特任教授は、談話を評価しつつも「戦争による行いと植民地支配を明確に分けているため、中国や米国に比べ韓国に関する言及が極めて少なく、韓国にとっては強い不満を感じざるを得ない」と語った。
　一方、韓国外務省当局者は１４日夜、「現在、綿密に検討中だ」とだけ語った。発表直後、岸田文雄外相から尹炳世（ユン・ビョンセ）外相に電話で説明があり、尹氏は「日本政府の真摯（しんし）な行動が何より重要だ」と、改めて訴えたという。
　また、与党セヌリ党は、反省と謝罪について「過去形で遠回しに表現した」として「残念さが残る」と指摘。その一方で「反省と謝罪に言及したという点では、意味のある談話だと考える」とも評価し、扱いの難しさをにじませた。【ソウル大貫智子】
戦後７０年談話 中国新華社が英語版で速報
NHK　8月14日 19時18分
中国国営の新華社通信の英語版は日本時間の午後６時半すぎ、安倍総理大臣が戦後７０年にあたって談話を発表したことについて速報で伝えました。速報の記事では、「安倍総理大臣が過去のおわびに言及した。将来の世代は謝罪をし続ける必要はないと付け加えた」という伝え方をしています。
戦後７０年談話 中国の反応に注目
NHK　8月14日 20時54分
中国政府の公式の反応はまだ出ていませんが、国営の新華社通信は、日本時間の１４日午後８時前、「安倍談話は直接の『お詫び』を避けた」という記事を配信し、国営テレビも夜のニュースでこの記事を伝えました。
中国は、ことしを「抗日戦争勝利７０年」の記念の年と位置づける中国は、安倍総理大臣が談話でいわゆる「村山談話」などを踏襲するようけん制を繰り返してきました。１４日発表された談話では、歴代内閣の取り組みに触れるくだりで、「侵略」と「植民地支配」、それに「反省」と「お詫び」といったキーワードを使い、「歴代内閣の立場は今後も揺るぎない」としています。
　新華社通信の記事は「安倍総理大臣は歴代内閣の歴史認識を振り返り、『反省』と『お詫び』に間接的に触れただけだ。戦後生まれの日本人は『謝罪の宿命』を背負う必要はないとも公言した。日本の侵略と植民地支配のことも同じく直接には取り上げず、第三者の口ぶりだ」と批判的に伝えています。
　今後、中国政府が公式にどのような反応を示すのか注目されます。 

「穏やかでも十分」「過去形の謝罪」＝おわび言及に、韓国・中国人社会
　日本の韓国・中国人社会では、安倍晋三首相の戦後７０年談話に「おわび」などが盛り込まれたことに、一定の評価をする声が聞かれた一方、「過去形の謝罪なのでは」との声も上がった。
　韓国から留学中の大学生車〓（ゴンベン、つくりは「疋」の下に「月」）煕さん（２５）は「『繰り返しおわびの気持ちを表明してきた』という表現は過去形に感じ、ちょっと残念」。歴史認識は避けて通れないと感じるが「対立をやめて、お互いの長所を素直に受け入れられれば相乗効果はすごいはず」と話した。
　在日韓国人３世の大学２年金聖大さん（２０）は「過去の歴史に触れていて悪くはない」。しかし「（おわびは）引用していて（心からの）謝罪の気持ちは感じない」とした。
　韓国系の食料品店などが立ち並ぶ東京都新宿区のＪＲ新大久保駅周辺。３０年前に留学生として来日し、近くで飲食店を営む韓国籍の厳洙鎔さん（５８）は「『おわび』が曖昧。相手に伝わる言葉を使ってほしかった」と残念がった。厳さんは「自分の言葉で、一言言えば済むことなのに」と何度も繰り返し、「日韓関係は街の雰囲気にも影響する。良い方向に向かってくれればいいのだが」と顔を曇らせた。
　８年前に韓国から来日し、青果店を経営する蔡旻※（※＝王ヘンに景）さん（３５）は「安倍首相は気が強い。相手が許すまで、しっかり謝った方がいい」と訴えた。
　一方、中国で生まれ６歳で移住し、神奈川県内の大学に通う男性（２１）は「侵略への言及は穏やかな表現だが、十分だと感じた」と評価し、「中国人も謝罪の義務をずっと負わせたいわけじゃない。（後世に謝罪を宿命付けてはいけないというのは）前を向くためには大事なこと」と理解を示した。ただ「戦後の中国人の態度を『寛容な心』と強調されたのは、今後も寛容であることを強要されてるみたい」とも語った。
　横浜中華街の美容院経営、李銀嬌さん（７１）は「おわびを言ったのは正しい」としたが、「争いは権力や利益を求め過ぎた結果だ。今の政治家は権力に固執してはいないか。本当に戦争をしないと態度で示せるかどうかだ」と話した。（時事2015/08/14-23:11）2015/08/14-23:11

安倍談話に「厳しい立場」＝「おわび必要」と批判－中国
　【北京時事】中国外務省などによると、張業遂・筆頭外務次官は１４日夜、安倍晋三首相が発表した戦後７０年談話の内容について、木寺昌人駐中国大使を外務省に呼び、「厳しい立場」を伝達した。「おわび」や「侵略」などに直接言及していない首相談話を批判したものとみられる。
　これに合わせ、華春瑩外務省副報道局長はコメントを出し、７０年談話について「日本はあの軍国主義侵略戦争の性質と責任に対してはっきりかつ明確な説明を行い、被害国国民に真摯（しんし）なおわびを行い、重大な原則的問題でごまかしを行ってはいけない」と反発した。
　華副局長はまた、日本側に対して「中日国交正常化以来、日本が歴史問題で中国側に行ってきた厳粛な態度表明と約束を切実に守り、侵略の歴史を直視して深く反省するとともに平和発展の道を堅持し、実際の行動でアジア隣国や国際社会の信頼を取り戻すよう促す」と強調。同副局長は、戦後５０年の「村山談話」の継承を改めて要求した形だ。
　北京の日本大使館によれば、木寺大使は「中国の方々に首相の率直な気持ちをありのまま受け止めてほしい」とした上で、「一部だけを切り取って強調することよりも、談話全体としてのメッセージを受け取ってほしい」と述べた。　（時事2015/08/15-01:39）2015/08/15-01:39
中国「直接のおわび回避」、韓国「誠意がない」
読売新聞　2015年08月15日 01時05分
【北京＝五十嵐文、ソウル＝宮崎健雄】中国外務省は１４日、同省のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(ジャンイエスイ),張業遂)次官が木寺昌人中国大使に対し、安倍首相の談話に関して中国の「厳正な立場」を表明したとウェブサイトで発表した。
　同省のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(フアチュンイン),華春瑩)副報道局長は「日本は当然、被害国の国民に誠実におわびすべきだ」と主張、「実際の行動でアジアの隣国と国際社会の信頼を得るよう促す」と述べた。
　中国国営新華社通信は１４日、安倍首相の談話は「直接のおわびを回避」と報じ、「首相は日本が今後おわびを続ける必要はないと表明した」と解説した。中国共産党機関紙・人民日報系の環球時報（電子版）も社説で「中日関係をさらに悪化させる導火線にはならないが、大きく改善させる動力にもならない」と論じた。
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(シージンピン),習近平)指導部は、安倍首相が村山首相談話などに盛り込まれた「おわび」「反省」などを盛り込むよう求めていた。習指導部は、天津市の大爆発や中国経済の後退で社会不安が高まることを警戒しており、政権批判につながりかねない反日世論の広がりを避ける狙いもあった。
　「おわび」などが明記されたことで、習政権は日本との経済協力や民間交流は引き続き推進しながら、首相の歴史観にはなお不信が残るとして歴史をめぐる対日圧力は緩めない可能性が高い。
　一方、韓国の主要紙電子版やテレビは、安倍首相談話について、「誠意がない、過去形の謝罪」（公共放送ＫＢＳテレビ）などと一斉に批判した。聯合ニュースは、安倍首相が「我が国は繰り返し、痛切な反省と心からのおわびの気持ちを表明してきた」と発言したことについて、「自分の声で謝罪する代わりに、『過去形』で謝罪に言及するにとどまった」と指摘。その上で、「村山、小泉談話よりも大幅に後退した」と不満を示し、「歴史認識をめぐる日韓間の葛藤は相当の間続く見通しだ」と報じた。
戦後７０年談話 中国でのネットの反応
NHK　8月14日 21時31分
中国のインターネット上では安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した総理大臣談話について、批判的な意見が相次いで投稿されています。

　このうち、中国版ツイッターのウェイボーでは、山東省の女性だという投稿は、「直接の謝罪を避けたうえに、未来の世代に謝らなくてよいと言った。いったい、誰に対して謝っているのか」としていました。
また、江蘇省の南京にいるという女性は「謝らされたという印象の謝罪を誰が受け入れられるのか。受け入れられない」と投稿し、これに同調するコメントも多く見られました。
戦後７０年談話 上海の抗日施設の市民反応
NHK　8月14日 20時23分
戦後７０年を迎えることし、中国では「抗日戦争勝利７０年」の記念の年と位置づけ、各地で「抗日戦争」に関連する施設が相次いで公開されていて、このうち、上海にある施設を訪れた中国の人たちは、スマートフォンを使ってインターネットのニュースサイトなどで、安倍総理大臣が１４日に発表した総理大臣談話の内容を確認していました。
５３歳の男性は、安倍総理大臣が『お詫び』の気持ちを表明した歴代内閣の立場を継承する姿勢を明確にしたことについて、「『お詫び』は当然必要です。中国やアジアの侵略を受けた国々に対して、侵略の事実を認める態度を示さなければいけません」と話しました。そのうえで、「日本が『お詫び』をすれば、中国もアジア各国の人々もお互い平和に共存していけると思いますし、侵略戦争のようなことは二度と起きないと思います」と話していました。
　また、別の７０歳の男性は「徹底的に反省してほしいです。歴史を認めれば、二度と戦争は起こらないと思います」と話していました。 

戦後７０年談話 北京市民の反応
NHK　8月14日 20時21分
安倍総理大臣が、戦後７０年にあたって発表した総理大臣談話について、３３歳の男性は「過去に中国に対して多くのことをしておいて、単に謝るだけでは済まされず、日本は行動で示す必要がある」と話していました。
また、３０歳の男性は「お詫びすることは当然であり、ただ謝るだけでなく、心からのおわびが必要で、それが中日の関係改善の基礎になる」と話していました。さらに５０代の女性は「誠心誠意のお詫びでないと受け入れられない」と話していました。
「歴史攻勢」今後も＝「真摯なおわび」要求－安倍首相訪問に期待も・中国
　【北京時事】中国外務省は１４日、安倍晋三首相の戦後７０年談話を受け、「被害国国民に真摯（しんし）なおわびを行い、重大な原則的問題でごまかしを行ってはいけない」と批判した。国営新華社通信も「『反省』と『おわび』を直接表明することを回避した」と伝えた。習近平指導部は日本側に反発しながらも、「談話」が両国関係改善の流れに影響することを避けたい意向とされる。しかし安倍首相の歴史観への不信感が解けるわけではなく、今後も「歴史攻勢」を強める方針だ。
　当面は、９月３日の抗日戦争勝利７０年記念行事に合わせて安倍首相が訪中すれば、日本側の「おわび」姿勢を中国国民に示せる上、「戦勝国の立場をより内外に誇示できる」（中国政府筋）利点があると期待。今後、首相が検討する３日前後も含めた訪中調整が進む可能性もある。
　習指導部は、戦後７０年談話に関して日本政府の歴史観を表すだけでなく、「日本の発展の方向性を示す」（王毅外相）として注視。実際の談話は、中国政府が対日友好の事実として重視する「残留孤児」に言及したほか、「戦争の苦痛をなめ尽くした中国人の皆さん」と具体的に示すなど、中国に配慮したメッセージが明記されたことには評価を下しているとみられる。
　習指導部としては、国内の景気後退や社会安定の理由から、日本との協力関係を強化し、抗日記念に合わせた反日感情も抑えたいのが本音。しかし、中国政府の中には、安倍首相は「戦前回帰志向」（対日関係者）が強いとして、本格的な信頼関係構築は困難との見方もある。
　国営新華社通信は１３日の論評で、「（安倍政権の）誤った歴史観と時代の潮流に逆らった安全保障観の下での『戦後レジーム脱却』は、未来を切り開く助けにはならないばかりか、戦前の暗黒時代に逆戻りする可能性もある」と指摘。強い警戒感は簡単に解けそうにない。（時事2015/08/15-01:34）
戦後７０年談話 韓国メディア大きく伝える
NHK　8月14日 19時13分
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戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、韓国のメディアは、詳しい内容を速報したり、安倍総理大臣の記者会見の様子を同時通訳をつけて中継で放送したりするなど、大きく伝えました。
このうち、公共放送のＫＢＳテレビは、１４日夜７時のニュースで、「植民地支配」、「侵略」、「反省」「お詫び」の表現がすべて含まれたとした一方で、「反省と謝罪に言及したが、安倍総理大臣自身の表現ではなく、村山談話など歴代内閣の談話の表現を引用する形だった」と指摘したうえで、「過去の談話と違い、日本の責任に遠回しに言及する『過去形』の謝罪にとどまった」と伝えました。
　また、通信社の連合ニュースも、「４つの核心的なキーワードはすべて含まれたが、内容は村山談話の歴史認識から大幅に後退したものだと評価されるだろう」としたうえで、「誠意ある謝罪と見るのは難しい談話だったことから、歴史認識を巡る日本との対立は相当期間続くとみられる」と伝えました。
　一方、ＹＴＮテレビは、「すべてのキーワードが含まれ、歴代内閣の立場を継承する、と述べた」としたうえで、「当初、予想されたものに比べれば、われわれが期待するものに近づいたと言え、ある程度評価できる」とする記者の分析を伝えました。 

戦後７０年談話 韓国は肯定的に受け止めか
NHK　8月14日 19時11分
韓国政府は、戦後７０年にあたって安倍総理大臣が発表する談話について、日本の歴代内閣の歴史認識を明確なことばで継承するよう求めてきたことから、「植民地支配」や「お詫び」などの文言が盛り込まれたことを、肯定的に受け止めているものとみられます。
韓国政府は今のところ安倍総理大臣の談話に対する反応を出していませんが、これまで、日本の歴代内閣の歴史認識を明確なことばで継承するよう、繰り返し求めてきました。これは、いわゆる「村山談話」や「小泉談話」で明記された、「痛切な反省」「植民地支配」それに「侵略」や「お詫び」という４つのキーワードが含まれることに強い期待を表したものです。
　ユン・ビョンセ（尹炳世）外相も１１日、４つのキーワードが盛り込まれれば、「両国関係が発展するうえで大きな推進力になる」と述べています。このため、１４日の談話にこれらがすべて盛り込まれたことは、韓国政府として肯定的に受け止めているものとみられます。ただ、安倍総理大臣みずからのことばとしてではなく、過去の談話への言及という形になったことについては、国内世論がどう反応するか、見極めたい考えとみられます。
　パク・クネ（朴槿恵）大統領は１５日、日本の植民地支配から解放された記念日に合わせて演説を行うことになっていて、安倍総理大臣の談話を踏まえて、日本との関係についてどのように言及するか、慎重に検討しているものとみられます。 

安倍談話、中国がおわび要求　「行動が重要」と韓国
　安倍晋三首相が１４日に発表した戦後７０年談話に関し、中国政府は「被害国の人民に誠実におわびすべきだ」と日本側に要求した。韓国政府は「日本政府の誠意ある行動が何よりも重要だ」と指摘した。両国とも談話の表現の是非については言及を避けた。世論の動向を見極めてから今後の対応を決める考えのようだ。
　中国外務省は談話発表に絡んで、張業遂筆頭外務次官が木寺昌人駐中国大使に「日本は軍国主義侵略戦争の性質と責任について明確に説明し、被害国の人民に誠実におわびすべきだ」などと中国の厳正な立場を表明したと発表した。習近平指導部は安倍首相が模索する９月訪中への対応を慎重に検討するとみられる。
　韓国政府としての公式見解は朴槿恵大統領が１５日午前の演説で言及する見通し。韓国外務省当局者は、尹炳世外相が岸田文雄外相から談話について電話で説明を受け、「日本政府の誠意ある行動が何よりも重要だ」と応じたと明らかにした。
　一方、「反省とおわびなどに言及したという点で意味のある談話だ」と評価したのは、韓国与党セヌリ党の報道官。安倍首相に「複雑な哀痛の心」があることを受け取れるとも指摘した。
　北朝鮮外務省は「侵略の歴史に対する誠実な認定と謝罪が込められていない」と批判する報道官談話を発表した。朝鮮中央通信が伝えた。
　中国国営通信、新華社は「おわび」や「反省」は、歴代内閣の歴史認識を間接的に引用したにすぎず「直接の表明は避けた」と指摘。「戦後生まれの日本人に謝罪の宿命を背負わせてはならないとも述べた」と批判的に伝えた。韓国の聯合ニュースも「植民地支配と侵略に触れたが、これらを日本の行為とは明示しなかった」と指摘した。
　オバマ米政権は談話で「反省」が表明されたことを「歓迎する」との声明を発表。米国家安全保障会議（ＮＳＣ）のプライス報道官は声明で「日本が世界の平和と繁栄への貢献を進める意志」を確認したと評価し「平和と民主主義、法の支配に取り組んできた実績はあらゆる国の模範だ」とたたえた。
　オーストラリアのアボット首相やインドネシア外務省も談話を「評価する」との声明を発表した。フィリピン外務省も安倍首相が「戦争の惨禍を繰り返してはならない」としたことに「同調する」との声明を出した。（共同）
2015/08/15 01:28   【共同通信】
戦後７０年談話 中国 日本の大使に立場伝える
NHK　8月15日 4時22分
安倍総理大臣が戦後７０年にあたって談話を発表したことを受けて、中国外務省は１４日夜、日本の木寺大使を呼び、「日本は被害国の国民に心からわびるのが当然で、いかなるごまかしもしてはならない」などとする立場を伝えたと発表しました。
安倍総理大臣の談話を受け、中国外務省の華春瑩報道官は１４日夜、コメントを発表し、張業遂次官が日本の木寺大使を中国外務省に呼び、「中国の厳正な立場を表明した」ことを明らかにしました。
　中国の立場について、華報道官は「日本は軍国主義の侵略戦争の性質と戦争責任について明確な説明を行い、被害国の国民に心からわびるのが当然であり、この重大な原則問題で、いかなるごまかしもしてはならない」としています。そして、「国交正常化以来、日本が歴史問題で中国に対して表明した厳粛な立場をしっかりと守り、侵略の歴史を直視して深く反省し、平和発展の道を歩み続け、実際の行動でアジアの隣国と国際社会の信頼を得るよう促す」と述べました。
　北京の日本大使館によりますと、木寺大使は張次官に「談話の一部だけを切り取って強調するよりも、全体としてのメッセージを受け取ってほしい」と伝えたということです。
　これに先立ち、国営の新華社通信は「安倍総理大臣は歴代内閣の歴史認識を振り返り、『反省』と『お詫び』に間接的に触れただけだ。戦後生まれの日本人は『謝罪の宿命』を背負う必要はないとも公言した。日本の侵略と植民地支配のことも同じく直接的には取り上げず、第三者の口ぶりだ」などと批判的に報じました。
　中国政府の反応は、中国の世論を意識したものとみられ、日本との関係改善にかじを切った習近平国家主席は今後、談話に対する国内世論の動向なども見ながら、関係改善のペースを調整していくとみられます。 

「おわび当然」中国が声明　70年談話の論評避ける 

日経新聞　2015/8/15 1:34

　【北京＝永井央紀、ソウル＝峯岸博】中国外務省の華春瑩副報道局長は14日、安倍晋三首相の戦後70年談話に関して「日本は侵略戦争の性質と戦争責任について明確に説明し、被害国人民に真摯におわびし、軍国主義の歴史と決別すべきだ。重要な問題をごまかすべきでない」との声明を発表した。談話の具体的な表現への論評は避けた。張業遂外務次官は同日、木寺昌人駐中国大使を呼んで同じ趣旨を伝えた。
　韓国の尹炳世（ユン・ビョンセ）外相は同日夜の岸田文雄外相との電話で「日本の誠意ある行動が何よりも重要だ」と強調した。談話内容を綿密に検討し、韓国政府の立場を近く明らかにすることも伝えた。
７０年談話「慰安婦問題の認定ない」＝韓国支援団体
　【ソウル時事】元従軍慰安婦を支援する韓国の団体「韓国挺身（ていしん）隊問題対策協議会」は１４日、安倍晋三首相の戦後７０年談話について声明を出し、「慰安婦問題を含めた反人道的犯罪行為に対する事実認定や、国家的責任の認定を見いだすことはできない」と批判した。
　声明は「予測と異なり、植民地支配や侵略戦争に言及し、反省とおわびという言葉も含まれた」としながらも、「反省やおわびは、過去に行ったという内容だ」と指摘した。　（時事2015/08/14-22:48）
７０年談話は「後退」「受け入れ難い」＝民団
　安倍晋三首相が発表した７０年談話を受け、在日本大韓民国民団（民団）は１４日、過去の談話に比べ「後退した印象は否めない」とする呉公太団長の談話を発表した。
　７０年談話で先の世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはならないとしたことについて「安倍氏自身の信条を前面に出した印象が強い」と指摘。日露戦争は多くのアジアの人々を勇気づけたとしたことにも、同時期に植民地化を進められた韓国にとって「受け入れ難く、韓日関係の改善努力に水を差すものと言わざるを得ない」と批判した。
　広報担当者は「謝罪と反省があるなら、まずはヘイトスピーチを法的に規制してもらいたい」と切望。「言葉も具体性に欠ける。慰安婦ではなく、女性の尊厳という玉虫色の表現は避けるべきだ。今年は韓日国交正常化５０周年なのに残念だ」と話した。（時事2015/08/14-21:41）2015/08/14-21:41
戦後７０年談話 民団「後退した印象は否めない」
NHK　8月14日 21時33分
戦後７０年にあたっての総理大臣談話について、在日韓国人でつくる民団＝在日本大韓民国民団のオ・ゴンテ中央本部団長がコメントを発表しました。
この中で、オ中央本部団長は「『植民地支配と侵略』に言及し、それに対する『痛切な反省』と『心からのお詫び』をみずからの言葉として盛り込んだ村山談話、小泉談話に比べて後退した印象は否めない」としています。
　さらに談話で、「日露戦争は、植民地支配のもとにあった、多くのアジアやアフリカの人々を勇気づけました」と表現していることについて、オ中央本部団長は「まさにその時期に、日本による植民地化を進められた、わが国にとっては受け入れがたく、韓日関係の改善努力に水を差すものと言わざるをえない」と指摘しました。そのうえで、「韓日両国が後戻りすることのない和解の道を歩めるよう、安倍内閣が村山・小泉談話を揺るぎなく継承する姿勢を各施策に具体的に反映させることを切に望む」としています。 

韓国外相「誠意ある行動重要」＝与党は「意味ある７０年談話」と一定評価
　【ソウル時事】韓国の尹炳世外相は１４日夜、戦後７０年談話について電話会談した岸田文雄外相に対し、「内容を綿密に検討中だ」としつつ、「日本政府の誠意ある行動が何よりも重要だ」と述べた。談話自体よりも、慰安婦問題などの懸案で、日本の今後の姿勢を注視する考えを示唆したものとみられる。韓国外務省当局者が明らかにした。
　韓国外務省は、１５日に行う朴槿恵大統領の演説後に声明を出す見通し。韓国政府は最近、談話について「日本の歴代内閣の歴史認識を継承すべきだ」と述べるにとどめ、抑制した対応を維持してきた。談話は、歴代内閣の歴史認識継承が表明され、「侵略」「植民地支配」「反省」「おわび」にも言及。今秋の日中韓首脳会談、その際の日韓首脳会談を目指し、日韓関係改善に向けた流れを断ち切りたくない韓国政府は、一定の水準を満たしたと判断し、冷静な対応に努めるとみられる。
　また、与党セヌリ党は「歴史に対する反省と謝罪に言及したという点では、意味ある談話だ」と一定の評価。一方で、過去の談話に言及しながら「おわび」に触れた点などに関しては「侵略の歴史に対する反省と謝罪を直接的に言及するというより、過去形として遠回しに表現した。慰安婦についても間接的に言及したことは残念な点として残る」と指摘した。
　これに対し、韓国の聯合ニュースは「日本の植民地支配と侵略を明示的に認めなかった」と指摘し、「（戦後５０年の）『村山談話』の歴史認識から大きく後退したと評価される見通しだ」と分析。談話の「私たちの子や孫、その先の世代の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」という部分に関しては、「歴代内閣の立場継承という言及の真意さえ疑わせる」と酷評した。　（時事2015/08/14-21:59）2015/08/14-21:59

戦後７０年談話 韓国与党は一定の評価も
NHK　8月14日 21時21分
韓国の与党・セヌリ党の報道担当者は記者会見を行い、「過去に対する反省と謝罪などに言及したという点では、意味のある談話だと受け止めている」と述べ、一定の評価をしました。
　そのうえで、「惜しい点もあった。『反省』や『お詫び』といったことばに直接言及するのではなく、過去形で遠まわしに表明した」と述べるとともに、いわゆる従軍慰安婦に対しても「女性の名誉と尊厳が傷ついたといった形で間接的に触れた」と指摘しました。

　一方、野党・新政治民主連合の報道担当者は記者会見で、「村山談話の４つのキーワードはすべて含まれたが、巧妙な言い回しで責任を回避した。また、『戦争は許されない』と強調しながら、集団的自衛権、安全保障関連法案を推進しようという、相反する態度を見せた」と批判しました。
戦後７０年談話 韓国大統領の言及に注目
NHK　8月15日 4時15分
戦後７０年にあたっての安倍総理大臣の談話について、韓国政府は公式の反応を出しておらず、パク・クネ（朴槿恵）大統領が、今回の談話を踏まえて１５日に行う演説で、日本との関係にどう言及するのか注目されます。
韓国外務省の当局者によりますと、ユン・ビョンセ（尹炳世）外相は１４日夜、岸田外務大臣と電話で会談した際、安倍総理大臣の談話に関して、「日本政府の誠意ある行動が何よりも重要だ」と述べたということです。
　与党・セヌリ党の報道担当者は、記者会見で「過去に対する反省と謝罪などに言及したという点では、意味のある談話だと受け止めている」と述べ、一定の評価をしました。そのうえで、いわゆる従軍慰安婦に関して、「『女性の名誉と尊厳が傷つけられた』と間接的に触れるにとどまった」と指摘し、より踏み込むべきだったと主張しました。
　ソウル駅では、待合コーナーに設置されたテレビに安倍総理大臣の記者会見の様子が映し出され、大勢の市民が見入っていました。
　注目された４つのキーワードが盛り込まれたことについて、７０代の女性は「含まれないより含まれたほうがずっとよいことだ。これからも同じ気持ちを持ち続けてほしい」と話していました。一方、５０代の男性は「過去形だったので不満だ。本当の謝罪をしてほしいと韓国国民は期待したが、そうではなかった」と話していました。
　パク・クネ大統領は１５日、植民地支配から解放されて７０年となるのに合わせて演説を行う予定で、今回の談話を踏まえて、日本との関係にどう言及するのか注目されます。 

戦後７０年談話 ソウル市民の反応
NHK　8月14日 21時14分
ソウル中心部にあるソウル駅では、待合コーナーに設置されたテレビに、安倍総理大臣の記者会見の様子が映し出され、大勢の市民が立ち止まるなどして見入っていました。
注目されていた４つのキーワードが含まれたことについて、７０代の女性は「含まれないより含まれたほうがずっとよいことだ。これからも同じ気持ちを持ち続けてほしい」と話していました。
　５０代の男性は「過去形だったので不満だ。本当の謝罪をしてほしいと韓国国民は期待したが、そうではなかった」と話していました。
　別の５０代の男性は「いずれにしても謝罪したのであれば肯定的に評価することができるだろう。隣りの国だから互いがよい関係を維持すべきで、若い人たちはともに歴史認識を冷静に判断すべきだ」と話していました。 

戦後７０年談話 北朝鮮「誠実な謝罪込められず」
NHK　8月15日 4時26分
安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した談話について、北朝鮮外務省は国営の朝鮮中央通信を通じて報道官談話を発表し、「侵略の歴史に対する誠実な認定と謝罪が込められていない」などと批判しました。そして、日本による植民地支配に触れ、「日本が、わが人民に謝罪も反省もなく、国際社会における責任、貢献をうんぬんするのは、人民に対する耐え難い愚弄だ」としたうえで、「過去の清算を通じて、わが国をはじめとする周辺諸国からの信頼を得るべきだ」と要求しました。
北朝鮮、70年談話を批判　「謝罪込められず」 

日経新聞　2015/8/15 1:30

　【ソウル＝加藤宏一】朝鮮中央通信によると、北朝鮮外務省は14日、安倍首相の戦後70年談話について「侵略の歴史に対する誠実な認定と謝罪が込められていない」と批判する報道官談話を発表した。「朝鮮人民に働いた過去の犯罪の清算をすべきだ」と主張した。
今後も歴史正視を＝台湾－戦後７０年談話
　【台北時事】台湾総統府のスポークスマンは１４日、安倍晋三首相の戦後７０年談話を受け、「馬英九総統は日本政府が今後も歴史的事実を正視し、前向きな思考と責任ある態度で周辺国家と友好関係を築いていくことを期待する」とのコメントを発表した。「歴史の誤りは許すことはできるが、歴史の真相は忘れてはならない」とも指摘した。　（時事2015/08/14-21:20）2015/08/14-21:20

戦後７０年談話 台湾総統府の反応
NHK　8月14日 22時14分
安倍総理大臣が発表した総理大臣談話を受けて、台湾の総統府の報道官は、１４日夜、コメントを発表し、「馬英九総統は、日本政府が引き続き歴史の事実を正視し、深い反省と教訓を心に刻むことで、周辺国との友好協力関係を発展させることを期待している」と述べました。そして、「歴史の誤りを許すことはできても、歴史の真相を忘れることはできない」として、「日本が引き起こした侵略戦争によって多くの人が亡くなったことに向き合わなければならない」と強調しました。
　一方で、「日本との間では、戦後、しっかりとした友好関係を築き、和解と協力の最もよい手本となった」と述べ、日本との関係が良好に保たれるよう一定の配慮も示したとみられます。
７０年談話：台湾「深い反省期待」
毎日新聞　2015年08月14日　23時43分（最終更新　08月15日　00時10分）
　【台北・鈴木玲子】台湾総統府は１４日、安倍談話について「馬英九総統は日本政府が今後も歴史の事実を正視すると共に深く反省し、教訓を心にとどめ続けるよう期待している」との報道官談話を発表した。慎重な言い回しは良好な日台関係に一定の配慮を示したものとみられる。
　一方、台湾の元慰安婦支援団体「婦女救援基金会」は「談話では具体的に慰安婦と言及しておらず、慰安婦に正式な謝罪がない」と反発した。団体メンバーら約１００人は１４日夜、日本の対台湾窓口機関、交流協会台北事務所近くの公園で集会を開き、亡くなった元慰安婦らを追悼して１分間黙とうした。
「戦争発動謝る」＝香港公共ラジオ－戦後７０年談話
　【香港時事】香港の公共ラジオＲＴＨＫは１４日、安倍晋三首相が戦後７０年談話で「日本がかつて発動した戦争について謝った」と伝えた。また、香港ケーブルテレビのニュース専門チャンネルは「安倍首相が侵略の歴史を認めた」と速報した。
　在香港日本総領事館が入居するオフィスビル前には首相談話の発表前、尖閣諸島（中国名・釣魚島）の中国領有権を主張する「保釣（釣魚島防衛）行動委員会」など幾つかの団体がそれぞれデモを行い、日本政府に戦争の謝罪や賠償を要求した。　（時事2015/08/14-19:39）2015/08/14-19:39

戦後７０年談話 香港の市民の反応は
NHK　8月14日 21時24分
安倍総理大臣が発表した総理大臣談話について、第２次世界大戦当時、３年余りにわたって日本軍に占領された歴史がある香港では、テレビ局が安倍総理大臣の記者会見の様子を同時通訳つきで中継で伝えるなど、メディアが大きく取り上げています。
　街頭では、３０代の女性が「安倍総理大臣の行動を歓迎する。世界の和平に向けた一助になると思う」などと談話の内容を評価する声が聞かれました。
　その一方で、７０代の男性が「過去の総理大臣のことばを繰り返しているだけで、誠意を感じない。安全保障関連法案は軍国主義の復活を招き、賛同できない」と述べるなど、批判的な意見も聞かれました。
戦後７０年談話 各国メディアも高い関心
NHK　8月14日 21時17分
戦後７０年にあたって安倍総理大臣が発表した総理大臣談話について、各国のメディアは記者会見の生中継や速報で伝え、高い関心を示しています。
イギリスのＢＢＣやアメリカのＣＮＮは、国際放送で安倍総理大臣の午後６時からの記者会見を同時通訳つきで冒頭から生中継で伝えました。また、ロイター通信やＡＰ通信などの通信社も安倍総理が「お詫び」などの文言を使い、歴代内閣の立場を継承する考えを示したことについて、「先の大戦について『お詫び』の気持ちを表明した」などと一斉に速報で伝えました。
　また、フランスのＡＦＰ通信は、安倍総理が「『お詫び』の気持ちを表明した一方、将来にわたっては謝罪を続けるべきではないと強調した」と伝えています。ＣＮＮは、記者が韓国から中継で伝え、「安倍総理が『将来の世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない』と述べたことは、日本を前向きで誇りのもてる国にしたいという気持ちの表れではないか」と分析しています。 

戦後７０年談話 米は評価し影響を注視か
NHK　8月14日 19時06分
アメリカ政府は、安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した総理大臣談話で、歴代内閣の立場を継承する姿勢を明確にしたことについて評価する一方、日本と周辺国の関係にどのような影響を与えるのか注視しているものとみられます。
安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した総理大臣談話について、アメリカ政府はまだ公式な反応を出していません。ただ、ラッセル国務次官補が先月、記者団に対し、「過去の総理大臣たちのように、日本の政府や人々が第２次世界大戦について表してきた反省の気持ちを表明してほしい」と述べるなど、アメリカ政府は安倍総理大臣が歴代内閣の立場を引き継ぐことに繰り返し期待を示してきました。
　このため、いわゆる「村山談話」などのキーワードをすべて使いながら、歴代内閣の立場を継承する姿勢を明確にしたことについて評価しているものとみられます。
　一方で、アメリカ政府は「この地域の国々が強固で建設的な関係を築くことが、平和と安定につながり、ひいてはアメリカの国益にもつながる」として、日本と周辺国の関係改善を強く促してきました。このため、今回の総理大臣談話が韓国や中国にどう受け止められ、日本と周辺国との関係にどのような影響を与えるのか注視しているものとみられます。 

７０年談話を「歓迎」＝識者は日韓関係注視－米政府
　【ワシントン時事】米ホワイトハウスは１４日、安倍晋三首相が発表した戦後７０年の談話について「過去の談話を引き継ぐ約束だけでなく、第２次世界大戦中にもたらした苦難に対する痛切な反省も表明しており、歓迎する」との国家安全保障会議（ＮＳＣ）報道官名の声明を発表した。
　声明は、談話に「積極的平和主義」を推進する方針が明記された点に関しても「評価する」と表明。「日本は７０年間、平和、民主主義、法の支配への不変の献身を行動で示してきた。この実績は世界中の国々の模範になる」と強調した。
　米政府は日本と近隣諸国の関係改善が「米国の国益にかなう」との立場だ。特に、ともに米国の同盟国である日韓の和解を、アジアに外交・安全保障の重心を移す「リバランス（再均衡）政策」のカギとして重視。表向き「談話でどのような言葉を使うかは日本の判断」としながらも、「痛切な反省」「心からのおわび」などのキーワードの明記に期待をにじませてきた経緯がある。
　外交問題評議会のシーラ・スミス上級研究員は「国内外の識者が求めてきた言葉が盛り込まれた」と指摘。「歴史家は難癖をつけるかもしれないが、日本と近隣諸国の外交の観点から言えば、全体としては前向きな声明だと思う」と評価した。
　ただ、識者の間には、日中・日韓関係の改善につながるとは言い切れないとの見方もある。カーネギー国際平和財団のジェームス・ショフ上級研究員は「中国、韓国ともある程度満足できる部分はある」としつつ、「植民地支配が韓国に与えた影響に触れた部分がほとんどなく、韓国からは機会を逸したと見られるかもしれない」と分析した。　
　ジョンズ・ホプキンス大高等国際問題研究大学院のビル・ブルックス非常勤教授は「首相は歴史修正主義者の支持者を満足させようとし、自分の言葉として『おわび』を使うことをひどく嫌った」と厳しく指摘した。（時事2015/08/15-01:27）2015/08/15-01:27

安倍談話を米は歓迎…「７０年間、平和に献身」
読売新聞　2015年08月14日 23時45分
　【ワシントン＝今井隆】米国家安全保障会議（ＮＳＣ）のプライス報道官は１４日、安倍首相の戦後７０年談話の内容を歓迎する声明を発表した。
　「日本がもたらした被害への深い反省と、歴史に関する過去の政権の談話を継承するとの約束を表明したことを歓迎する」とした上で、「国際社会の平和と繁栄に向けた貢献を拡大するとの日本の決意を首相が保証したことも評価する」と表明した。
　戦後日本の歩みについては、「７０年間、日本は平和と民主主義、法の支配を守ることに献身してきた。あらゆる国への模範となる」と高く評価した。
「謝罪に至らず」＝７０年談話－米メディア
　【ニューヨーク時事】安倍晋三首相の戦後７０年談話について、米ＡＰ通信や主要紙（電子版）では１４日、「謝罪に至らず」などの見出しで、首相が直接的な謝罪を避けたことに力点を置いた報道が目立った。ＡＰ通信は「周辺諸国、とりわけ韓国と中国が満足するかどうかは不透明だ」と伝えた。
　同通信やウォール・ストリート・ジャーナル、ワシントン・ポストはいずれも、首相が自身の言葉による謝罪を行わなかった点を強調した。
　安倍首相の歴史観を批判的に論じることの多いニューヨーク・タイムズは「日本、第２次世界大戦について謝罪」の見出しを掲げつつ、「私たちの子や孫、その先の世代の子どもたちに、謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」との言葉を直接引用で伝えた。　（時事2015/08/14-23:05）2015/08/14-23:05

戦後７０年談話 アメリカ主要紙の伝え方
NHK　8月14日 21時28分
安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した総理大臣談話について、アメリカの有力紙「ワシントン・ポスト」の電子版は東京発の記事で、「安倍総理大臣は第２次世界大戦の行為について反省を述べたが、前任者たちの『お詫び』をはっきりと繰り返すことは避けた」と伝えました。そのうえで「安倍総理大臣がバランスをとらなければならないことを示すものだ。安倍総理大臣は特に、中国をさらに怒らせることを避けると同時に、ナショナリストの支持者たちをつなぎ止めようとしている」と分析しています。

　また、「ウォール・ストリート・ジャーナル」の電子版も「先の大戦への直接の謝罪の手前でとどまる」という見出しで、「談話は、歴代内閣の『お詫び』について、ほのめかしたものの、安倍総理大臣自身のことばによる直接の謝罪の手前でとどまった」と伝えています。また、談話では「日本人は過去の歴史に真正面から向き合わなければならないと述べる一方で、『子どもたちに謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない』とも述べ、過去について永遠に謝罪を続けるべきではないという立場を示唆した」と伝えています。そして、その背景には、中国や韓国といった近隣諸国に、日本はこれまで十分に謝罪したとする世論が広がっていることがあると指摘しています。
米紙、70年談話「首相自身の言葉なく」 

日経新聞　2015/8/14 21:06

　安倍晋三首相の戦後70年談話について、米メディアにはやや批判的な論調もあった。米紙ウォール・ストリート・ジャーナル（電子版）は「近隣諸国が要求していたような安倍首相自身の言葉による率直な謝罪は避けた」として、首相を支持する保守派が日本は近隣諸国に十分に謝罪していると主張していることなどを紹介した。
　米紙ワシントン・ポスト（電子版）は、過去の村山談話で使われていた「心からのおわび」「植民地支配と侵略」という表現をそのまま繰り返すことはなかったと指摘。首相の支持者である国家主義者と、関係改善を模索する中国との間で「バランスを取った」と分析した。
　首相が進める集団的自衛権の行使容認を柱とした安全保障関連法案への批判が強まっているとする一方で、野党・民主党への支持の弱さから「首相は政権を維持するだろう」とも述べた。
米、７０年談話に一定評価の声＝日中・日韓関係への影響注視
　【ワシントン時事】安倍晋三首相が戦後７０年の談話を発表した１４日、米国では談話の内容に一定の評価を示す声が上がった。間接的とはいえ、「反省」「おわび」など過去の談話を踏襲するキーワードが盛り込まれたためだ。ただ、日中・日韓関係への影響は読み切れておらず、当面は行方を見守る構えだ。
　米政府は日本と近隣諸国の関係改善が「米国の国益にかなう」との立場だ。特に、ともに米国の同盟国である日韓の和解を、アジアに外交・安全保障の重心を移す「リバランス（再均衡）政策」のカギとして重視。表向き「談話でどのような言葉を使うかは日本の判断」としながらも、キーワードの明記に期待をにじませてきた経緯がある。
　外交問題評議会のシーラ・スミス上級研究員は「国内外の識者が求めてきた言葉が盛り込まれた」と指摘。「歴史家は難癖をつけるかもしれないが、日本と近隣諸国の外交の観点から言えば、全体としては前向きな声明だと思う」と評価した。
　カーネギー国際平和財団のジェームス・ショフ上級研究員は「植民地支配が韓国に与えた影響に触れた部分がほとんどなく、韓国からは機会を逸したと見られるかもしれない」と指摘しつつも、「中国、韓国ともある程度満足できる部分はある」と分析した。　（2015/08/14-22:28）2015/08/14-22:28

戦後７０年談話 米政府「過去の談話継承を歓迎」
NHK　8月14日 23時31分
アメリカ政府は、安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した総理大臣談話で、歴代内閣の立場を継承する姿勢を明確にしたことなどを歓迎しました。
アメリカのホワイトハウス国家安全保障会議のプライス報道官は１４日、声明を発表し、「安倍総理大臣が、第２次世界大戦中に日本が与えた苦痛に痛切な反省を示したことや、過去の日本政府の談話を継承するとしたことを歓迎する」としています。
　そのうえで、プライス報道官は「安倍総理大臣が世界の平和と繁栄に向けた日本の貢献を拡大させる考えを表明したことを評価する」としています。さらに声明では、「日本は７０年間、平和や民主主義などにたゆまず取り組んできた。その足取りはすべての国にとって模範となる」として、戦後の日本の歩みを称賛しています。
　一方でアメリカ政府は、アジア太平洋地域の安定がアメリカの国益にもつながるとして、日本と周辺国の関係が悪化することには懸念を示してきました。
　このため、今回の談話を今後、韓国や中国がどう受け止め、日本との関係にどのような影響を与えるのか、注視していくものとみられます。
　アメリカ外交問題評議会のシーラ・スミス上級研究員は、ＮＨＫのインタビューに対し、「談話は予想以上で、とても前向きなものだった。村山談話と同じ『お詫び』ということばを使ったのはよかった」と評価しました。
　また、「オバマ政権は日本と韓国が緊密な関係を築くことを望んでいる」と指摘し、アメリカの同盟国である日本と韓国の関係が改善に向かうことに期待を示しました。 

７０年談話：米政府、歓迎の声明　メディアはトップ級扱い
毎日新聞　2015年08月14日　22時06分（最終更新　08月15日　00時22分）


戦後７０年談話に関する安倍晋三首相の記者会見を映す街頭テレビ＝東京都千代田区で２０１５年８月１４日、宮間俊樹撮影
拡大写真
　【ワシントン西田進一郎、和田浩明】安倍談話に対して、米国家安全保障会議（ＮＳＣ）のプライス報道官は１４日、「第二次大戦中に日本がもたらした苦難に対する痛切な反省、歴代内閣が出した談話を引き継ぐことを明確にした内容を歓迎する」との声明を出した。また米国内のアジア専門家からも評価する声が上がった。
　プライス報道官は「首相は国際的な平和と繁栄への貢献を拡大するとの日本の意思を保証した。日本は過去７０年間、平和と民主主義、法を尊重してきた。これはすべての国にとってモデルとなる」と称賛した。
　オバマ政権は北朝鮮や中国への対応を念頭に日米韓連携を重視。日韓関係を冷え込ませている歴史問題で、安倍政権に歴代内閣の立場を引き継ぐよう促してきた。
　米スタンフォード大アジア太平洋研究センターのダニエル・スナイダー副所長は、談話が侵略や中国、東南アジア諸国などに与えた苦痛への認識を明確にし、植民地支配や戦場での女性の不当な扱いなどについても重要な言及をしたと指摘。「謝罪に真の終わりがあるというのは同意できない」としながらも、談話は日本の近隣諸国との「関係改善や和解に前向きに貢献し、それを支援し得るものだ」などと評価した。
　一方、米国の主要メディアは電子版で速報しトップ級の扱いをするなど、関心の高さを示したが、論評は総じて批判的だ。
　ＣＮＮテレビは安倍首相が談話を読み上げる様子をアジア地域で生中継。ワシントン・ポストは「日本の指導者、第二次大戦で謝罪に至らず」との見出しの記事を掲載。中国や韓国では、談話の内容が厳しく吟味されることになると指摘した。また、従軍慰安婦問題に関する言及については「期待をはるかに下回る」と述べた。一方で、首相が大戦中に日本の行動で死亡した人々に関し反省を示したとも述べた。
　ウォール・ストリート・ジャーナルも「安倍首相は周辺諸国が求めていた自分の言葉による直接的な謝罪を行わなかった」と批判的。ニューヨーク・タイムズは「公式謝罪の終わりなき繰り返し」を避ける意図があるようだと指摘した。
産経新聞　2015.8.15 00:18更新 

【戦後７０年談話】オバマ政権が歓迎　「他国の模範となる」と米高官
　【ワシントン＝加納宏幸】米ホワイトハウスは１４日、安倍晋三首相が発表した戦後７０年談話が痛切な反省の念を表明したとして歓迎する声明を発表した。安倍首相が、戦後５０年の村山富市首相談話、６０年の小泉純一郎首相談話などの歴代内閣の立場を「今後も揺るぎない」としたことについても歓迎した。
　声明は、米国家安全保障会議（ＮＳＣ）のプライス報道官が発表。安倍首相が今後、世界の平和と繁栄に貢献すると述べたことを「評価する」とし、日本が戦後７０年、平和、民主主義、法の支配を尊重してきたことは「他国の模範となる」と強調した。
　米メディアも談話発表を一斉に報じた。ＡＰ通信は１４日早朝、東京発で「深い悔悟を表明」と速報。日本が罪のない人々に「計り知れない損害と苦痛」を与えたと表明したと伝えた。米紙ニューヨーク・タイムズも電子版で談話全文を紹介し、村山、小泉両談話の「個人として反省の表現を示す過去のやり方」は踏襲されなかったと指摘した。
戦後７０年談話 イギリスメディアの伝え方
NHK　8月15日 1時46分
安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した談話について、イギリスの公共放送ＢＢＣは、「安倍総理大臣が、日本の第２次世界大戦の行いに深い反省の念を示し、歴代内閣が行ってきた謝罪は『揺るぎない』と述べた」と伝えています。
　これについて、東京から特派員が中継で、「安倍総理大臣は、『われわれは過去に謝罪し、自身の内閣もこれを継承する』と述べている。ただこれは、総理大臣自身が改めて謝罪したものではなく、一定の距離を置いたものだ」と論評しています。
　そのうえで、日本の右派の政治家を満足させ、中国や韓国を怒らせないようにし、さらに歴史の修正を懸念する最も重要な同盟国、アメリカのことも意識した内容だとの見方を伝えています。
　一方、イギリスの衛星テレビ局、スカイニュースは、「安倍総理大臣は、過去の歴史に真正面から向き合うとする一方で、将来の世代に謝罪を続けさせるべきではないと述べた」と伝え、右派の政治家から謝罪を続けることをやめるよう求める声が上がっていたとしています。
戦後７０年談話 フランスメディアの伝え方
NHK　8月14日 22時53分
安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した総理大臣談話について、フランスの主要紙「ル・モンド」は、安倍総理大臣は、いわゆる村山談話で示された内容を繰り返しただけだとしたうえで、「安倍総理大臣個人として、過去の侵略や植民地支配に対する謝罪を一切行っていない」と指摘しました。そのうえで、「安倍総理大臣は『痛切な反省』ということばを使って、歴代内閣の立場は今後も揺るがないと表明した一方で、戦争を経験していない子どもや孫という今を生きる世代は責任を負わなくてもよいと語った」と批判的に伝えています。

　また、フランスのテレビ局「フランス２４」は「安倍総理大臣が、国内外すべての戦争の犠牲者に対して哀悼の意を表明した」と評価する一方で、「いわゆる従軍慰安婦の問題について、直接的な言及は避けた」と伝えています。
７０年談話：欧州、謝罪に好意的反応
毎日新聞　2015年08月14日　22時08分（最終更新　08月14日　22時51分）
　【ロンドン矢野純一、ベルリン中西啓介】安倍首相の戦後７０年談話の内容に、欧州各国も強い関心を示した。英ＢＢＣテレビは首相の会見直後に「痛切な反省を述べた」と伝え、ドイツのＤＰＡ通信は「保守派の安倍首相が戦争についての過去を謝罪」と速報した。
　独ルール大学のコンスタンティン・ゴーシュラー教授（歴史学）は「戦争責任が誰にあるという言及はなかったが、全体としては悪い内容ではない。隣国との対立を先鋭化させることはないだろう」と評価した。ただ、安倍首相が「子供たちに謝罪を続ける宿命を背負わせてはならない」と述べたことについては、「ドイツでは、罪は個人的なものだが、責任は世代を超えて引き継ぐものと考える」と指摘した。
　英王立防衛安全保障研究所アジア担当主任のジョン・スウェンソンライト氏は「中国や韓国など個々の国名を挙げて、謝罪や反省、植民地支配について触れた。バランスがとれていて評価できる」と話した。戦時中に女性の尊厳を傷つけたことに触れたことについても「（良い意味で）驚いた」とした。
　一方、ロンドン大日本研究所のクリストファー・カータイス代表は「日本が韓国や台湾を併合したことに西洋の植民地支配が影響したと主張して過去と向き合うことを避けた」と批判した。
７０年談話「高く評価」＝インドネシア
　【ジャカルタ時事】安倍晋三首相が発表した戦後７０年談話について、インドネシア外務省は１４日、公式ツイッターで「高く評価する。インドネシアはアジアのすべての国に平和維持への貢献を果たすよう求める」とコメントした。
　安倍首相の談話はインドネシアの国名も挙げた上で、「アジアの人々が歩んできた苦難の歴史を胸に刻み、その平和と繁栄のために力を尽くしてきた」と言及している。　（時事2015/08/14-23:17）
戦後７０年談話 インドネシア政府の反応
NHK　8月15日 1時39分
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安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した談話について、インドネシア外務省は声明を発表し、「インドネシアは、安倍総理大臣がこれまでの２度の総理大臣談話と同様に、第２次世界大戦における日本の行為について談話を発表したことを評価する」として、安倍総理大臣が歴代内閣の立場を引き継いだことを評価する考えを示しました。そのうえで、「インドネシアは、この地域のすべての国が平和と安定の維持に貢献することを求める」として、日本を含むアジア各国が平和と安定のために協力を続けることが重要だと強調しました。
７０年談話：「もっと未来に目を」インドネシアの識者
毎日新聞　2015年08月14日　22時14分（最終更新　08月14日　22時53分）
　１４日発表された安倍晋三首相の戦後７０年談話について、インドネシア科学院のアスフィ・アダム上席研究員（歴史研究）は「第二次大戦で日本が負った傷を考えれば、いま日本が防衛力を強化しても、周辺国を巻き込んだ戦争を起こすことはまずないだろう。過酷な過去にとらわれず、もっと未来に目を向けるべきだ。その意味で今回の安倍首相の談話は評価できる」と話した。
　オランダの植民地だったインドネシアは、１９４２年に日本軍に占領され、各地に慰安所が設けられた歴史がある。
　アダム氏は「（安倍談話で）間接的ではあるが、従軍慰安婦問題についても言及したことは評価できる。問題の存在を、改めて多くの日本国民にも思い起こさせる効果があるからだ」と話した。
戦後７０年談話 フィリピン外務省の反応
NHK　8月15日 4時24分
安倍総理大臣が戦後７０年にあたって発表した談話について、フィリピン外務省は声明を発表し、「『二度と戦争の惨禍を繰り返してはならない』と述べていることに、フィリピンも同意する」として、談話の内容を評価しました。また声明では、「２０世紀の半ば以降、日本は国際法に従いながら積極的に地域や世界と関わってきた」と戦後の日本の歩みをたたえたうえで、「この７０年の間に日本とフィリピン両国の国民は過去の問題を克服し、強い友情を築き上げてきた」として、さらなる関係の強化に期待を示しました。
戦後７０年談話 オーストラリア政府の反応
NHK　8月14日 21時11分
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戦後７０年にあたって安倍総理大臣が発表した総理大臣談話について、オーストラリアのアボット首相は１４日夜に声明を出し、「われわれが忘れることができない戦争の苦しみに言及している」として、談話を歓迎しました。
　また、「日本は何十年もの間、国際社会の模範として世界の平和と安定に貢献してきた。オーストラリアと日本が強固な関係を築いてきたのは、両国の国民や指導者が過去の影に未来が支配されることを拒んできたからだ」として、戦後の日本の歩みを評価しています。そして、「他の国にとってきょうの談話は、よりよい未来を目指し友好関係を強めようという日本の姿勢を受け入れやすくしている」としています。
７０年談話：ロシア、評価を慎重に検討か
毎日新聞　2015年08月14日　22時10分（最終更新　08月14日　22時53分）
　【モスクワ杉尾直哉】ロシアは、安倍晋三首相の戦後７０年談話をどう評価するか慎重に検討している模様だ。戦後７０年の今年、ロシアは戦勝国として戦後秩序を形成してきた自国の地位を誇示してきた。日本が敗戦国として真摯（しんし）に反省し、旧ソ連との戦いを含めた戦争の結果をきちんと受け止めるかどうかがロシア側の最大の関心事だ。
　ロシアにとって、日本が北方領土の返還を求めること自体が「ソ連との戦争に敗れた結果の見直し」に当たる。ラブロフ外相は今年５月、「日本は、大戦の結果に疑問を投げかけるただ一つの国だ」と述べた。その上で、「国連憲章１０７条には、戦勝国のしたことはすべて崇高で揺るぎないと（の趣旨が）述べられている」と指摘し、北方領土の占領を正当化した。
　首相談話では大戦末期のソ連との戦闘などには触れられなかった。ただし、日露戦争について「多くのアジアやアフリカの人々を勇気づけた」と評価した点がロシアを刺激する可能性がある。ロシアでは、「当時の帝政ロシア政府の弱体化につけこんで日本が仕掛けた戦争」との受け止め方が主流だからだ。
　一方、ロシアは北方領土を含む極東の開発を推進していく方針だ。１３日に北方領土・択捉島を訪問したトルトネフ副首相に続き、メドベージェフ首相が来週にも択捉島を訪問する見通しで、日本側の懸念はまったく考慮しない姿勢だ。
終戦記念日で与野党談話
　与野党が１５日の終戦記念日に当たって談話を発表した。要旨は次の通り。
　【自民】わが国は戦後７０年間、世界の平和と安定に大きく貢献してきた。この歩みは決して変わらない。積極的平和主義の下、不断の努力を続ける。平和安全法制が国会で審議中だが、国民の理解が深まるよう丁寧に進める。
　【民主】安倍政権は国の在り方を大きく変えようとしている。集団的自衛権の行使容認の政府案を廃案に追い込む。民主党は先の大戦の教訓と反省、憲法の平和主義の理念に基づき、武力行使に抑制的な国を目指す。
　【維新】日米同盟を安全保障の基盤とし、世界の平和と経済発展に寄与するため自らにできる最大限の貢献を続けた結果、世界中から高く評価されるソフトパワーを培った。この信頼を失うことがあってはならない。
　【公明】平和実現には粘り強い外交努力と隙間のない安全保障の備えが不可欠だ。平和安全法制の目的は紛争を未然に防止し、戦争を起こさせない仕組みをつくることにあり、憲法の平和主義、専守防衛を堅持する。
　【共産】安倍政権は戦後７０年の平和の歩みを断ち切り、歴代内閣の憲法解釈を覆し、海外で戦争をする国につくりかえようとしている。憲法破壊の暴走だ。戦争法案の廃案に全力を挙げる。
　【次世代】南シナ海や東シナ海で中国による「侵略」が顕著だ。今こそ自主憲法を制定し、自分の国は自分で守る体制を整備し、同盟国・友好国との安全保障体制を構築すべきだ。
　【社民】安倍政権は「戦争法案」を今国会で成立させようとしている。憲法解釈をねじ曲げて「戦争できる国」に突き進む安倍独裁政治を断じて許すわけにはいかない。
　【生活】戦前の歴史的事実を冷静に見つめ、謝るべきは謝り、正すべきは正す。歴史に正面から向き合おうとしないから、中国や韓国から歴史問題を常に蒸し返される。
　【改革】戦後７０年の節目の日に深く思いを致し、決意新たにこれからも平和国家として国民の幸福を守り、世界の繁栄に貢献するよう努力する。　（2015/08/15-01:26）2015/08/15-01:26
終戦の日、各党が談話発表　安保法案への賛否にも言及
朝日新聞デジタル 8月15日(土)1時49分配信 

　与野党は１５日、戦後７０年の終戦の日にあわせて談話を発表した。多くの政党が戦後の日本が平和国家として歩んできたことを評価。また、参院で審議中の安全保障関連法案の賛否について触れているのが特徴だ。

　自民は「国際情勢が複雑に変化する中、国民の命と幸せな暮らしを守り抜かなければならない」と安保関連法案の必要性について強調。今後国会審議などを通じて「国民の理解が深まるよう、丁寧に進めていく」と訴えた。

　また公明も「わが国を取り巻く安全保障環境が厳しさを増し、紛争を未然に防止し、戦争を起こさせない仕組みをつくることにある」と、法案の早期成立が必要との考えを改めて表明した。

　一方、法案の廃案を目指す民主は、安倍政権について「戦後の日本の歩みを支えた『国のあり方』を大きく変えようとしている」と指摘。「民主が目指す日本は、先の大戦の教訓と反省、憲法の平和主義の理念に基づき、武力行使に抑制的である国だ」とした。

　維新は「戦後７０年、わが国は一貫して平和国家として歩んできた。この信頼を失うことがあってはならない。安保法制が議論されている今だからこそ、決意を新たにしている」と訴えた。

　共産は「安倍政権は平和の歩みを断ち切り、戦争法案を強行し、日本を米とともに『海外で戦争をする国』につくりかえようとしている」と批判。社民も「憲法解釈をねじ曲げて『戦争できる国』に突き進む、安倍独裁政治を断じて許すわけにはいかない」と訴えた。

　次世代は北朝鮮の核開発や中国による南シナ海などへ進出を指摘し、「『協働防衛』という新たな理念に基づいて同盟国・友好国との安全保障体制を構築するべきだ」とした。

　生活の党と山本太郎となかまたちは「戦前の歴史的事実を冷静に見つめ、謝るべきは謝り、正すべきは正すべきだ」とし、新党改革は「平和国家として国民の幸福を守り、世界の繁栄に貢献するよう努力する」との談話を出した。
